
山口県総合防災訓練
（５月29日、陶芸の村公園）

日本ジオパーク認定を目指して

6月
2016／平成28年

15日

No.271

〒758-8555　萩市大字江向５１０番地
TEL 0838-25-3131（代） FAX 0838-26-5458
ホームページ  http://www.city.hagi.lg.jp/

編集・発行／萩市総務企画部広報課

報市



市報HAGI●2016（平成28）年６月15日号 2

の
会
議
で
、
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
現

地
審
査
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

８
月
８
日
・
９
日
に
、
委
員
２
人
と
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
推
薦
す
る

他
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
が
、
市
内

の
主
要
な
ジ
オ
サ
イ
ト
を
回
り
、
実
際
に

皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

の
模
様
を
審
査
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
９
月
に
再
び
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
そ
こ
で
認
定
の
可
否
が
決
ま
る
た

め
、
現
地
審
査
が
認
定
へ
の
重
要
な
ア

ピ
ー
ル
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
に
向
け
、市
民
の
皆
さ
ん
の
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
団
体
等
が
行
う
ジ
オ
パ
ー
ク
活

動
や
、
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
研
究
活
動
を
支
援
す
る
、
２

つ
の
補
助
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
萩
市
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
応
援
事
業
補

助
金

■
対
象
団
体　

市
民
活
動
団
体
、
地
域

住
民
組
織
（
町
内
会
・
自
治
会
等
）

■
対
象
事
業　

大
地
の
遺
産
の
保
全
や

活
用
す
る
た
め
の
活
動
事
業
等
（
平
成

29
年
２
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
も
の
）

■
補
助
上
限
額　

30
万
円

▼
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
研
究
チ
ャ
レ
ン

ジ
助
成
事
業
補
助
金

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
や「
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
」の

研
究
へ
の
補
助
制
度
を
ス
タ
ー
ト
！

ジオパーク推進課（２１・７７６５）問い合わせ
　

萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
（
事

務
局
：
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
）
は
、
４
月

14
日
、
平
成
28
年
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
申
請
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
に
は
、
萩
を
含
む
７
地
域
が

参
加
し
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
が
行
わ

れ
、
現
地
審
査
の
日
程
が
８
月
８
日
・
９

日
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
火
山
に

育
ま
れ
た
萩
の
大
地
で
地
球
３
億
年
の
歴

史
を
学
び
・
今
に
生
か
し
・
未
来
へ
伝
え

る
」を
テ
ー
マ
と
す
る
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
を
説
明
し
、歴
史
と
大
地
の
密
接
な
関

係
を
世
界
遺
産
で
あ
る
萩
城
下
町
を
例
に

紹
介
。城
下
町
の
あ
る
萩
三
角
州
の
形
成

に
は
、青あ
お
の
や
ま

野
山
火
山
群
と
い
う
島
根
県
津

和
野
町
か
ら
山
口
市
阿
東
地
区
に
点
在
す

る
火
山
が
関
わ
っ
て
お
り
、溶
岩
等
に
よ

り
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
湖
が
で
き
、そ

の
湖
が
決
壊
し
た
場
所
が
現
在
の
長
門
峡

に
当
た
る
こ
と
。江
戸
時
代
、萩
城
下
町

は
、長
門
峡
か
ら
流
れ
出
た
阿
武
川
に
よ

り
作
ら
れ
た
三
角
州
の
微
妙
な
高
低
差
を

生
か
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
解
説
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
な
ジ
オ
サ
イ
ト
（
ジ
オ
パ
ー

ク
の
見
ど
こ
ろ
）
の
一
つ
、「
龍
が
通
っ

た
道
」
に
つ
い
て
、
学
習
・
保
全
・
地
域

振
興
と
い
う
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
３
本
柱

で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
弥
富
地
区
と

小
川
地
区
を
中
心
と
し
た
活
動
を
紹
介
、

活
動
内
容
が
委
員
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
会
長
で
あ
る
野
村
市
長
が
、
萩

の
歴
史
や
文
化
、
自
然
を
守
り
、
活
用
す

る
取
り
組
み
で
あ
る
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館
」
の
活
動
に
つ
い
て
も
触
れ
、「
こ

れ
ま
で
の
歴
史
観
光
な
ど
に
加
え
、
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
も
堪
能
で
き
る
こ
と
を
、

萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
拡
げ
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、隣
接
す
る「
Ｍミ

ネ

ｉ
ｎ
ｅ
秋
吉

台
ジ
オ
パ
ー
ク
」と
の
連
携
に
つ
い
て
質

問
さ
れ
、今
後
連
携
を
図
り
た
い
と
答
え

ま
し
た
。

　

同
日
開
催
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

△日本ジオパーク委員会で野村市長が
「萩ジオパーク」をアピール

△高校生によるイラオ火山
　灰層観察施設の清掃活動

萩
の
大
地
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

皆
さ
ん
の
力
で
萩
を
ジ
オ
パ
ー
ク
に

現地審査の日程が決定！
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
め
ざ
し
て

■
対
象
団
体　

大
学
生
、
大
学
院
生
、

研
究
者
等
の
団
体

■
対
象
事
業　

萩
の
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
学
術
研
究
の
発
展

に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
研
究
事
業

（
平
成
29
年
２
月
末
ま
で
に
完
了
、
平

成
29
年
度
末
ま
で
に
研
究
成
果
を
発
表

す
る
こ
と
）

■
補
助
上
限
額　

20
万
円

■
申
し
込
み　

い
ず
れ
も
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
課
備
え
付
け
の
申
請
書
類
等
に
必

要
事
項
を
記
載
の
上
、
７
月
15
日
ま
で

に
提
出
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萩
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま

る
。
２
年
に
１
度
、
小
学
校
区
単
位

の
20
会
場
で
開
催
。
各
地
区
の
皆
様

と
直
接
意
見
交
換
を
行
う
対
話
集
会

で
あ
る
。

　

例
年
島
し
ょ
部
か
ら
開
始
。
今
年

度
の
第
１
回
は
大
島
で
開
催
。
参
加

者
の
平
均
年
齢
が
市
内
で
最
も
若

く
、
全
国
の
千
人
規
模
の
離
島
と
し

て
は
最
も
元
気
に
溢
れ
、
活
力
あ
る

島
と
い
わ
れ
て
い
る
。
水
産
の
水
揚

げ
高
に
お
い
て
も
県
内
最
大
規
模
を

誇
る
。
消
防
や
防
災
面
で
も
、
他
の

島
し
ょ
部
と
同
様
に
、
常
備
の
消
防

署
か
ら
消
防
車
や
救
急
車
は
直
接
こ

な
い
。
島
内
の
消
防
団
、
女
性
防
火

隊
が
中
心
と
な
り
、
島
は
自
分
た
ち

の
力
で
守
る
と
の
自
治
の
精
神
が
旺

盛
。
勢
い
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

も
熱
が
入
る
。

　

８
月
末
に
は
離
島
青
年
会
議
が
大

島
で
開
催
。
離
島
青
年
の
交
流
の
場

だ
っ
た
青
年
会
議
も
、
全
国
で
現
在

開
催
さ
れ
続
け
て
い
る
の
は
山
口
県

の
み
。
７
月
初
旬
に
は
当
時
の
離
島

青
年
の
リ
ー
ダ
ー
が
全
国
か
ら
大
島

に
大
集
合
す
る
。大
同
窓
会
で
あ
る
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.132

　

構
成
資
産
の
一
つ
「
大
板
山
た
た
ら
製

鉄
遺
跡
」
の
活
用
と
保
存
の
意
識
の
高
揚

の
た
め
、
紫
福
地
区
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き　

６
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分
～
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業
協
同
組

合
阿
中
支
所
周
辺

■
内
容　

▽
記
念
講
演
（
午
前
11
時
～ 

あ

ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業
協
同
組
合
阿
中
支
所
）

▽
講
師
：
渡
辺
一か
ず
お雄
（
私
立
梅
光
学
院
大

学
教
授
）、▽
体
験
イ
ベ
ン
ト（
包
丁
研
ぎ
、

ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
作
り
）、特
産
品
販
売

（
た
た
ら
丙
辰
丸
ま
ん
じ
ゅ
う
等
）、
シ
ャ

ト
ル
便
運
行
に
よ
る
遺
跡
現
地
案
内
な
ど

※
紫
福
ふ
れ
あ
い
市
と
同
時
開
催
。

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

紫
福
支
所
（
５
３
・
０
２
１
１
）

　

登
録
１
周
年
を
機
に
萩
の
５
資
産
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
写
真
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
作
品
は
イ
ベ
ン
ト
で
の
展
示

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
な
ど
、
萩
や

世
界
遺
産
の
紹
介
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

■
題
材　

萩
反
射
炉
、
恵え

び

す

が

美
須
ヶ
鼻は
な

造
船

所
跡
、
大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
、
萩
城

下
町
、
松
下
村
塾

■
募
集
期
限　

平
成
29
年
２
月
15
日
必
着

■
応
募
規
定　

応
募
資
格
は
問
い
ま
せ

ん
。
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
四

つ
切
、
四
つ
切
ワ
イ
ド
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ

ズ
で
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
、
１
人
２
点
ま

で

　
昨
年
７
月
８
日
に
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
、
ま
も
な
く
１
年
。
登
録
か
ら
萩
の
５
つ
の
資
産
に
も
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
な
ど
、「
世
界
遺
産
の
ま
ち
」
と
し
て
萩
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
登
録
１
年
を
記
念
し
て
、
市
で
は
行
事
や
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
６
月
に
実
施
さ
れ
る
行
事
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

世界文化遺産登録１周年記念
フォトコンテスト２０１６

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
文
化
財
保
護

課
、
文
化
財
施
設
、
道
の
駅
に
備
え
付
け

の
チ
ラ
シ
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
参
照
。

■
表
彰　

最
優
秀
賞
１
点
（
賞
金
５
万

円
）、
優
秀
賞
１
点
（
賞
金
３
万
円
）、
入

選
１
点
（
賞
金
１
万
円
）

※
受
賞
作
品
は
平
成
29
年
４
月
以
降
に
、

（
仮
称
）萩
・
明
め
い
り
ん
が
く
し
ゃ

倫
学
舎
等
で
展
示
し
ま
す
。

▼
絵
画
募
集
２
０
１
６

　

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
・
中
学
生
を

対
象
と
し
た
絵
画
も
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
主
催
・
申
し
込
み

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
３
８
０
）

△昨年の最優秀　幽閉の涙雪（大井幸枝、椿）

世
界
遺
産
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト

第
２
回
た
た
ら
ま
つ
り

明治日本の産業革命遺産
７月８日で世界文化遺産登録から１周年

　学び舎でしか聞くことができない、
世界遺産にまつわる知られざる逸話な
どを紹介してきた「萩・世界遺産セミ
ナー」。最後となる５回目の聴講者に
は「萩にゃん。」と反射炉が描かれた
オリジナルトートバッグをプレゼント
します。
■エピソード５「萩城下町とその住人
たち」
■とき　６月 22 日（水）午前 11 時
〜 11 時 30 分、午後１時 30 分〜２時
■ところ　学び舎シアターコーナー
■講師　道

ど う さ こ

迫真
し ん ご

吾（萩博物館主任学芸
員）
■定員　40 人（先着順）
※各時間までに会場に集合。聴講には
入館券が必要。
■問い合わせ
企画政策課（２５・３１１７平日のみ）、
萩市観光協会（２５・１７５０）

◆萩・世界遺産セミナー
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６
月
27
日
月
〜
７
月
３
日
日
は
萩
市
環
境
美
化
週
間
で
す

　

小
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
も
多
数
参
加

し
ま
す
。
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で

清
掃
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

７
月
３
日
（
日
）
早
朝
～
、
小

雨
決
行
（
荒
天
の
場
合
は
17
日
（
日
）
に

延
期
し
ま
す
）

※
日
程
が
前
後
す
る
町
内
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
町
内
会
に
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
開
始
時
間
は
各
地
区
の
実
情
に
合
わ
せ

て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
萩
地
域
は
、
午
前
６
時
30
分
に
合

図
と
し
て
の
ろ
し
を
上
げ
ま
す
（
三
見
・

大
井
地
区
は
サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
）。
そ
の
他
の
地
域
は
各
総
合
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
と
こ
ろ　

市
内
の
河
川
お
よ
び
海
岸
、

道
路
等

■
ご
み
の
処
理
方
法

　

収
集
し
た
ご
み
は
焼
却
し
な
い
で
、
燃

や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な
い
ご
み
（
缶
、

び
ん
類
を
含
む
）
に
分
け
、
配
布
し
た
市

指
定
袋
に
入
れ
、
交
通
の
支
障
に
な
ら
な

い
場
所
に
集
積
し
て
く
だ
さ
い
。

■
刈
り
草
の
処
理
方
法

◦
交
通
の
支
障
に
な
ら
な
い
場
所
に
、
で

き
る
だ
け
ま
と
め
て
集
積
し
て
く
だ
さ

い
。

◦
刈
り
草
が
河
川
に
落
ち
な
い
よ
う
に
配

慮
し
て
く
だ
さ
い
。

※
松
本
川
お
よ
び
橋
本
川
の
一
部
、
そ
の

他
各
町
内
で
敷
き
草
と
し
て
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
刈
り
置
い
て
く
だ
さ

い
。

■
松
本
川
、
橋
本
川
沿
い
で
草
の
刈
り
置

き
が
で
き
る
場
所

◦
土
原
・
川
島
の
境
界
か
ら
太
鼓
湾
ま
で

の
川
沿
い
の
土
手
（
川
島
）

◦
太
鼓
湾
（
川
島
）
か
ら
橋
本
橋
ま
で
の

川
沿
い
の
土
手

◦
山
城
精
機
前
（
沖
原
）
か
ら
市
民
病
院

（
青
海
）
ま
で
の
川
沿
い
の
土
手

※
そ
の
他
の
場
所
は
、
海
岸
道
路
沿
い
等

に
刈
り
置
い
て
く
だ
さ
い
。

■
作
業
上
の
注
意

◦
ご
み
を
入
れ
た
袋
や
刈
り
草
は
収
集
車

が
通
る
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
か
ま
、
手
袋
、
帽
子
等
は
各
自
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
熱
中
症
や
ケ
ガ
な
ど
、
安
全
に
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
作
業
中
に
ケ
ガ
人
や
急
病
人
が
発
生
し

た
場
合
は
、萩
市
消
防
署
（
２
５
・
２
７
７

２
）
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
草
刈
機
を
使
用
す
る
際
は
、
安
全
な
服

　

期
間
中
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
地
域

美
化
に
対
す
る
関
心
を
一
層
高
め
る
た

め
、
市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー
、
各
総
合
事

務
所
ロ
ビ
ー
お
よ
び
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
講

演
会
等
を
行
い
ま
す
。

①
萩
市
環
境
美
化
週
間
初
日
セ
レ
モ

ニ
ー

■
と
き　

６
月
27
日
（
月
）
午
前
９
時

～
９
時
40
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館

◦
一
日
環
境
衛
生
課
長
委
嘱
状
交
付
式

◦
「
き
れ
い
な
萩 

お
ま
か
せ
い
ど
」

認
証
式

②
リ
サ
イ
ク
ル
講
演
会

　

私
た
ち
に
一
番
身
近
な「
ご
み
」と
い

う
観
点
か
ら
環
境
問
題
を
考
え
ま
す
。

■
と
き　

６
月
27
日
（
月
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ　

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

■
演
題　
「
環わ

」の
く
ら
し
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
９

～
萩
市
の
環
境
ご
み
行
政
～

■
講
師　

島し
ま
ぞ
え添

美み

葉は

子こ

（
経
済
産
業
省

認
定
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

③
廃
棄
物
処
理
施
設
見
学
会

■
と
き　

６
月
29
日
（
水
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
３
時
（
予
定
）

※
市
役
所
前
庭
に
集
合
。

■
と
こ
ろ　

共
き
ょ
う
え
い英

製せ
い
こ
う鋼

株
式
会
社
山

口
事
業
所
（
山
陽
小
野
田
市
）・
山
陽

小
野
田
市
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
５
・
３
５
９
１
）

装
や
手
袋
、
防
護
眼
鏡
等
を
着
用
し
て
、

作
業
者
同
士
の
間
隔
を
十
分
に
と
り
、
特

に
斜
面
で
の
作
業
は
、
足
場
の
安
全
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
機
械
へ
の
給
油
、
注

油
や
部
品
の
交
換
等
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン

停
止
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
ケ
ガ
な
ど
の
診
察
受
付

　

休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー

（
２
６
・
１
３
９
７
）

■
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
３
４
１
）

河
川
海
岸
一
斉
清
掃

地
域
ぐ
る
み
で
協
力
を
！

日月 日７ 萩地域地域の一斉清掃等
◎ 萩地域 河川海岸一斉清掃
◎ 川上地域 クリーン・キャンペーン
◎ 田万川地域 環境美化行動の日
◎ むつみ地域 むつみ地域一斉清掃
◎ 須佐地域 須佐地域一斉清掃
◎ 旭地域 身近な環境をきれいにする運動
◎ 福栄地域 福栄地域クリーンデー

３
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住
民
相
互
の
助
け
合
い
に
よ
る

「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」を
開
始
！

シリーズ④
　

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
よ
り
、従
来
の
介
護
事
業
所
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
、住
民
の
方
が
主
体
と
な

っ
て
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
可
能
な
仕
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
単
身
世
帯
や
高
齢
者
夫
婦
の

み
の
世
帯
が
増
加
す
る
中
、在
宅
で
の
生

活
を
支
え
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
生
活
支

援
の
必
要
性
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
か
ら
、高
齢

者
な
ど
の
地
域
住
民
の
力
を
活
用
し
た
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

超
高
齢
先
進
地
域
で
あ
る
萩
市
で
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
川
上
、田
万
川
、む
つ

み
、旭
地
域
の
４
つ
の
地
域
で
、住
民
主
体

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
た
体
制

づ
く
り
の
た
め
、地
域
住
民
が
中
心
と
な

っ
て
話
し
合
い
を
行
う
「
地
域
さ
さ
え
あ

い
協
議
体
」を
設
置
し
（
表
１
）、そ
の
調

整
・
相
談
役
と
し
て
「
地
域
さ
さ
え
あ
い

推
進
員
」を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
体
で
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
１
年
間
検
討
し
、今
年

度
か
ら
、表
２
の
地
区
・
団
体
で
住
民
主

体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。市
で
は
、団
体
の
運
営
に
対
す
る
補
助

や
、必
要
な
環
境
整
備
な
ど
の
支
援
を
行

シリーズ健康長寿のまちをめざして

年 度 平成 27 年度 平成 28 年度（予定）

地 区 川上、江崎、小川、むつみ、明
木、佐々並

三見、大井、大島、相島、見島、その
他の萩地域、須佐、弥富、福川、紫福

▽表１ 地域ささえあい協議体設置状況

地区 団体名 サービス名 主な内容
江崎 江崎ささえ隊 おとなの部活 通所型サービス（外出支援）

小川 小川ささえ隊
みのりの広場、出張美容室 通所型サービス

（サロン・出張美容室）
ふれあい訪問 訪問型サービス（安否確認）

むつみ むつみ元気
支援隊

月曜サロン・男性サロン、
季節イベント 通所型サービス（サロン）

むつみ愛サービス 訪問型サービス（家事援助）

明木 住みやすい明木
を育てる会 たいやきサロン 通所型サービス（サロン）

佐々並 ささなみささえ
愛隊

ほっとサロン、
ささなみ・お気楽サロン 通所型サービス（サロン）

▽表２ 住民主体生活支援サービス提供団体

※通所型サービス・・・レクリエーションなどを行うサロン活動
※訪問型サービス・・・ゴミ出し、草取りなどの生活援助サービス

　

在
宅
高
齢
者
等
を
介
護
し
て
い
る
家
族

を
対
象
に
、
市
内
の
登
録
協
力
店
で
介
護

用
品
と
引
き
換
え
る
こ
と
の
で
き
る
利
用

券
を
交
付
し
ま
す
。

　

現
在
、
利
用
券
（
ピ
ン
ク
色
）
を
お
持

ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
６
月
30
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
規
の
申
請

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
必
要
書
類
等　

①
現
在
お
持
ち
の
利
用

券
（
ピ
ン
ク
色
）、
②
印
鑑
、
③
介
護
保

険
被
保
険
者
証

■
申
請
期
限　

６
月
30
日

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
要
介
護
１
〜
５

の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
で
、

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
方

※
要
介
護
者
、家
族
が
別
世
帯
の
場
合
は
、

ど
ち
ら
も
市
民
税
非
課
税
世
帯
。

■
給
付
額
（
年
額
）

◦
要
介
護
１
〜
３
の
方　

３
万
５
０
０
０

円
以
内

◦
要
介
護
４
・
５
の
方　

７
万
５
０
０
０

円
以
内

■
対
象
品
目　

紙
お
む
つ
、
尿
と
り
パ
ッ

ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、
清
拭
剤
、
ド
ラ
イ

シ
ャ
ン
プ
ー
等

※
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
貸
与
・
販
売
物

品
（
車
イ
ス
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
等
）

を
除
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
支
援
課
（
２
５
・
３
１
３
７
）

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

６月30日までに利用券の更新申請を！ 家族介護用品支給事業

地域の課題は地域で解決できる仕組みづくりを！

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
行
う
こ
と
で
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

今
後
、そ
の
他
の
地
区
で
も
、協
議
体
・

推
進
員
を
中
心
に
検
討
、協
議
を
進
め
、各

地
域
で
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
支
援
課
（
２
５
・
３
１
３
７
）

サービスの利用を希望される方は、各地区の社会福祉協議会にご相談ください。

むつみ愛サービス
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フ
ラ
ン
ス
客
船「
ル
・
ソ
レ
ア
ル
」

萩
市
が
県
内
初
寄
港

　

５
月
10
日
、フ
ラ
ン
ス
客
船
「
ル
・
ソ
レ

ア
ル
」（
１
万
４
０
０
t
、乗
客
定
員
２
６
４

人
）が
、県
内
で
は
初
め
て
萩
市
に
寄
港
し
ま

し
た
。船
内
で
は
、萩
光
塩
学
院
高
校
英
語
部

の
生
徒
の
英
語
に
よ
る
萩
市
の
紹
介
な
ど
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、そ
の
後
、乗
客
は
、

沖
に
停
泊
し
た
ル
・
ソ
レ
ア
ル
か
ら
ボ
ー
ト

で
上
陸
し
、世
界
遺
産
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
は
、今
年
度
は
７
月
末
ま
で

に
計
８
回
の
寄
港
を
予
定
。７
月
４
日
に
は
、

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」が
寄
港
し
ま
す
。

５月18日にも萩港へ寄港した「ル・ソレアル」

（４月22日〜24日　富山県）
アジアカヌースラローム選手権大会

国際大会 優勝おめでとう

　阿武川特設競技場を練習場にする選手が国際大会
で優勝しました。

男子チームレースの部 
優勝　　　　

足立 和
か ず や

也 岡㟢 遥
は る か

海
（萩商工高３年）（江向）

女子チームレースの部 
優勝　　　　

萩
の
「
お
い
し
い
季
節
」
始
ま
り
ま
す

◉
県
内
最
大
の
産
地
　「
千せ
ん
ご
く
だ
い

石
台
だ
い
こ
ん
」
が
初
出
荷

　

６
月
１
日
、県
内
最
大
の
大
根
産
地
で
あ
る
む
つ
み
地
域
吉
部

の
千
石
台
で
、千
石
台
だ
い
こ
ん
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

千
石
台
で
は
、
標
高
４
０
０
〜
５
０
０
ｍ
の
比
較
的
冷
涼
な

気
候
と
、
火
山
灰
土
壌
を
生
か
し
て
、
肉
質
が
き
め
細
か
く
、

煮
崩
れ
し
に
く
く
、
甘
み
の
あ
る
大
根
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た
生
産
者
12
人
が

80‌

ha
で
栽
培
し
て
お
り
、
12
月
上
旬
ま
で
に
県
内
を
中
心
に
、

広
島
、
九
州
へ
向
け
、
４
０
０
０
ｔ
の
出
荷
、
３
億
円
の
販
売

を
目
指
し
ま
す
。

◉
食
卓
に
驚
き
を
「
萩
た
ま
げ
な
す
」
出
発
式

　

５
月
11
日
、
萩
た
ま
げ
な
す
の
出
発
式
が
萩
市
青
果
物
地
方

卸
売
市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
さ
と
味
の
良
さ
に「
た
ま
げ
る（
驚
く
）」こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
、重
さ
５
０
０
ｇ
以
上
で
、品
質
の
良
い
も
の
だ
け
が「
萩

た
ま
げ
な
す
」と
し
て
販
売
さ
れ
ま
す
。品
種
は「
田
屋
ナ
ス
」で
、

現
在
、萩
市
と
長
門
市
で
９
戸
の
農
家
が
栽
培
。ア
ク
が
少
な

く
、加
熱
す
る
と
、と
ろ
り
と
し
た
食
感
が
出
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

７
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
、
県
内
を
は
じ
め
首
都
圏
へ
３
万
本

を
出
荷
、
１
０
０
０
万
円
の
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

◉
や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
「
萩
相
島
ス
イ
カ
」
を
初
出
荷

　

５
月
27
日
、
ス
イ
カ
の
生
産
地
と
し
て
有
名
な
相
島
で「
萩
西

瓜
」の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
10
人
の
生
産
者
が
約
６

ha
で
生
産
し「
萩
西
瓜
」の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
販
売
。
こ
の
た
び
、「
萩

西
瓜
」の
う
ち
、一
定
の
基
準
を
満
た
す
も
の
が「
萩
相
島
ス
イ
カ
」

と
し
て
や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
に
登
録
さ
れ
、初
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
食
に
参
加
し
た
相
島
小
・
中
学
校
の
生
徒
は
「
甘
く
て
美

味
し
い
」
と
笑
顔
で
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
上
旬
ま
で
県
内
の
各
市
場
に
３
万
玉
を
出
荷
、
５
７
０

０
万
円
の
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

千石台だいこんの出荷作業 顔より大きな萩たまげなす

甘くて美味しい
「萩相島スイカ」
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甘
い
香
り
に
包
ま
れ
て

　

５
月
14
日
、15
日
、萩
の
夏
み
か
ん
栽
培
発

祥
の
地
で
あ
る
平
安
古
町
の
か
ん
き
つ
公
園

と
旧
田
中
別
邸
で
、「
萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。晴
天
に
恵
ま
れ
、甘
い

夏
み
か
ん
の
香
り
に
包
ま
れ
た
会
場
に
は
、

多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、夏
み
か
ん
や
加
工
品
が
販
売

さ
れ
た
ほ
か
、夏
み
か
ん
生
搾
り
ジ
ュ
ー
ス

体
験
な
ど
多
く
の
方
が
楽
し
み
ま
し
た
。ま

た
、フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
物
産
展
も
同
時
に

開
催
さ
れ
、各
都
市
の
特
産
品
が
販
売
さ
れ

る
な
ど
、２
日
間
で
約
７
０
０
０
人
の
方
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

多くの来場者で賑わう会場

　

６
月
５
日
、玉
江
浦
地
区
で
藩
政
時
代
か

ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
の
和
船
競
漕

「
お
し
く
ら
ご
う
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。３

隻
の
船
に
乗
り
込
ん
だ
鉢は
ち
ま
き巻
・
下
し
た
お
び帯
姿
の
７

人
の
若
者
が
、掛
け
声
と
と
も
に
櫓ろ

と
櫂か
い

を

漕こ

ぎ
、往
復
1.2
㎞
の
白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
繰

り
広
げ
、玉
江
浦
２
区
（
特
攻
野
郎
Ｂ
チ
ー

ム
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
部
と
一
般
の
部
の
和
船
競
漕
も

開
催
さ
れ
、合
計
30
チ
ー
ム
が
参
加
。中
学
生

の
部
男
子
は「
萩
西
野
球
部
Ａ
」（
萩
西
中
）、

中
学
生
の
部
女
子
は「
そ
れ
い
け
！
越
子

ち
ゃ
ん
♡
４
世
・
改
」（
越
ヶ
浜
中
）、一
般
の
部

は「
Ｂ
Ｈ
Ｏ
」が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

激しく競い合う「おしくらごう」

伝
統
を
受
け
継
ぐ
和
船
競
漕「
お
し
く
ら
ご
う
」

御
船
倉
で「
松
陰
先
生
の
こ
と
ば
」を
声
高
ら
か
に

　

５
月
22
日
、国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
浜
崎
地
区

で
、家
々
に
伝
わ
る
自
慢
の
「
お
た
か
ら
」や

歴
史
的
な
建
物
を
公
開
す
る
、地
区
住
民
の

手
作
り
イ
ベ
ン
ト
「
浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博

物
館
」が
開
催
さ
れ
、晴
天
に
も
恵
ま
れ
約

９
０
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、保
存
修
理
中
の
伝
統
的
建
造
物

の
工
事
現
場
を
特
別
公
開
。ま
た
、国
指
定
史

跡
旧
萩
藩
御
船
倉
内
で
は
、明
倫
小
学
校
児

童
が「
松
陰
先
生
の
こ
と
ば
」の
朗
唱
や
、詩

吟
を
披
露
し
ま
し
た
。御
船
倉
内
に
今
に
伝

わ
る
松
陰
先
生
の
志
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

明倫小６年生31人が「松陰先生のことば」を御船倉で朗唱 山本博文さん

　

５
月
21
日
、
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
で
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
の
山
本
博ひ
ろ
ふ
み文
教
授
に
よ
る
「
武

士
道
と
長
州
藩
」
と
題
し
た
「
史
都
萩
を
愛

す
る
会
50
周
年
記
念
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
演
で
は
、
新に

と

べ
渡
戸
稲い
な
ぞ
う

造
の
「
武

士
道
」
の
紹
介
に
始
ま
り
、
毛
利
家
家
臣
福

間
一
族
や
吉
田
松
陰
の
生
涯
を
武
士
道
と
い

う
視
点
か
ら
解
説
さ
れ
る
な
ど
、
会
員
を
含

め
約
２
０
０
人
の
聴
講
者
は
興
味
深
く
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

史
都
萩
を
愛
す
る
会
は
、
昭
和
41
年
に
発

足
、
今
年
で
設
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
史
都
萩
」
の
誇
る
べ
き
姿
を
後
世
に
守
り

残
す
た
め
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

史
都
萩
の
歴
史
や
文
化
を
愛
し
て
50
年

浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物
館

萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り
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に
姿
勢
を
低
く
し
て
身
を
守
る
「
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
訓
練
」な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、豪
雨
や
地
震
の
揺
れ
が
体
験

で
き
る
車
両
な
ど
も
展
示
さ
れ
、多
く
の
方

が
見
学
、体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、萩
市
災
害
対
策
本
部
長
の
野
村

市
長
が
、「
熊
本
地
震
で
は
情
報
伝
達
や
関
係

機
関
等
の
連
携
が
重
要
だ
と
改
め
て
認
識
さ

れ
た
。平
成
25
年
の
萩
市
東
部
の
集
中
豪
雨

災
害
で
の
体
験
や
、訓
練
を
生
か
し
て
万
が

一
の
災
害
に
備
え
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

万
が
一
の
災
害
に
備
え
て

山
口
県
総
合
防
災
訓
練
に
２
２
０
人
が
参
加

　

５
月
29
日
、萩
市
と
長
門
市
、阿
武
町
で
、

大
雨
や
地
震
、津
波
を
想
定
し
た
山
口
県
総

合
防
災
訓
練
を
開
催
、３
会
場
で
75
機
関
と

各
市
町
の
住
民
な
ど
合
わ
せ
て
約
１
７
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
土
砂
災
害
の
発
生
と
震
度
６
の

地
震
に
よ
る
３
m
の
津
波
が
到
達
す
る
想
定

で
、避
難
を
呼
び
か
け
る
Ｆ
Ｍ
放
送
や
広
報

車
な
ど
に
よ
る
情
報
伝
達
に
よ
り
、メ
イ
ン

会
場
と
な
っ
た
椿
東
の
「
陶
芸
の
村
公
園
」

に
、小
雨
が
降
る
中
、船
津
、椎
原
、上
野
地
区

の
住
民
が
避
難
を
開
始
。避
難
所
や
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
・
運
営
、炊

き
出
し
な
ど
、災
害
時
の
対
応
手
順
な
ど
を

確
認
し
な
が
ら
実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

萩
市
消
防
本
部
や
自
衛
隊
、県
警
察
な
ど

が
連
携
し
、事
故
車
両
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の

救
出
訓
練
や
、参
加
者
全
員
で
地
震
発
生
時

■今後の開催日程

　市では開かれた行政を推進し、市民参加のまち
づくりを進めていくため、市長が各地域に出向き、
主要施策等について説明します。
　多くの皆さんのご参加をお願いします。

萩・タウンミーティング

小学校区 期　日 会　場
相　島 6月28日（火） 相島小・中学校体育館

椿　東 6月30日（木） 椿東小学校屋内運動場

椿　西 7月  5日（火） 市民体育館

三　見 7月  8日（金） 三見公民館

明　倫 7月15日（金） サンライフ萩

大　井 7月21日（木） 大井公民館

越ヶ浜 7月27日（水） 山口県漁協はぎ統括支店

白水・木間 8月  4日（木） 玉江団地内ふれあい
センター（楽々園）

総合事務所
管内 　9月〜11月   10会場

■開催時間　午後７時〜９時
■内容　市の現状と主要施策の説明、質疑応答
■問い合わせ　企画政策課（２５・３１０２）

埋没した家屋からの救助訓練

カレーライスの炊き出し訓練

△災害派遣医療チームによるトリ
アージ（治療の優先度を決定）訓練シェイクアウト訓練

　

５
月
15
日
、花
を
テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
全
国
の
９
都
市
が
集
ま
る

「
フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連
絡
協
議
会
」の
総
会

を
萩
市
で
開
催
。交
流
を
通
じ
て
観
光
や
教

育
文
化
の
振
興
な
ど
、さ
ら
に
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
行
う
た
め
、毎
年
持
ち
回
り
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
館
で
行
わ
れ
た
「
我
が
ま
ち
紹
介
」

で
は
、９
都
市
の
首
長
と
観
光
大
使
な
ど

が
、シ
ン
ボ
ル
の
花
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、ユ
ー
モ
ア
も
交

え
な
が
ら
映
像
と
と
も
に
ア
ピ
ー
ル
し
、約

４
０
０
人
の
参
加
者
は
各
都
市
の
美
し
い
景

色
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

鹿児島県和泊町による「我がまち紹介」

シ
ン
ボ
ル
の
花
で
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
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６
月
30
日
ま
で
に

現
況
届
の
提
出
を
！

６
月
30
日
ま
で
に

お
手
続
き
を
！

児
童
手
当

　

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
に
は
、

現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
現
況
届

　

現
在
受
給
し
て
い
る
方
に
６
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。
こ
れ
は
毎
年
６
月
１
日
時

点
の
状
況
を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の
手

当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
、
所
得
制
限
に
該
当
す
る
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類
等

①
現
況
届

②
健
康
保
険
証
の
写
し
（
国
民
健
康
保
険

の
場
合
は
不
要
）

③
印
鑑
（
イ
ン
ク
浸
透
印
以
外
）

④
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
が
市
外
に
い
る

方
は
、
子
ど
も
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

⑤
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た

方
の
み
、
前
住
所
地
の
平
成
28
年
度
市
区

町
村
民
税
所
得
・
課
税
証
明
書

※
そ
の
他
の
書
類
等
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
期
限　

６
月
30
日

◎
制
度
の
概
要

■
対
象
者

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

■
受
給
資
格
者

　

児
童
を
養
育
す
る
父
母
、
未
成
年
後
見

人
等
（
支
給
要
件
あ
り
、
施
設
入
所
児
童

は
施
設
に
支
給
）

■
所
得
制
限

　

前
年
の
所
得
税
法
上
の
扶
養
親
族
等
の

数
に
応
じ
て
所
得
の
限
度
額
が
あ
り
ま

す
。

※
所
得
が
限
度
額
以
上
の
場
合
は
手
当
月

額
が
児
童
１
人
に
つ
き
一
律
５
０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
２
５
・

３
５
３
６
）

　

現
在
、
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
乳
幼

児
用
・
子
ど
も
用
・
ひ
と
り
親
家
庭
用
）

を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
間
が
７
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
中
旬
に
更
新
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
６
月
30
日
ま
で
に
更
新
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
所
得
制
限
の
た
め
受
給
し

て
い
な
い
方
も
、
８
月
１
日
以
降
は
受
給

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

○
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

■
対
象
者　

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児

■
助
成
内
容　

医
療
費
の
自
己
負
担
分

（
保
険
対
象
医
療
費
に
限
る
）

■
所
得
制
限　

平
成
28
年
度
の
税
額
控
除

前
の
市
区
町
村
民
税
所
得
割
額
が
13
万
６

７
０
０
円
（
父
母
合
算
）
以
下
の
世
帯

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

■
対
象
者　

小
学
生

■
助
成
内
容　

医
療
費
の
自
己
負
担
分

（
保
険
対
象
医
療
費
に
限
る
）

※
自
己
負
担
あ
り
（
通
院
１
医
療
機
関
当

た
り
月
１
０
０
０
円
・
入
院
１
医
療
機
関

当
た
り
月
２
０
０
０
円
）。

■
所
得
制
限　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

と
同
様

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

■
対
象
者

①
18
歳
に
な
る
年
度
末
ま
で
の
児
童
を
養

育
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
と
当
該
児

童②
父
母
の
い
な
い
18
歳
に
な
る
年
度
末
ま

で
の
児
童

■
助
成
内
容　

医
療
費
の
自
己
負
担
分

（
保
険
対
象
医
療
費
に
限
る
）

■
所
得
制
限　

平
成
28
年
度
の
市
区
町
村

民
税
所
得
割
額
が
非
課
税
の
世
帯

◎
必
要
書
類
等

①
送
付
さ
れ
た
申
請
書

※
新
規
に
申
請
す
る
方
、
申
請
書
が
な
い

方
は
、
市
役
所
市
民
総
合
窓
口
、
各
総
合

事
務
所
市
民
窓
口
部
門
、
支
所
・
出
張
所

に
備
え
付
け
の
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

②
印
鑑
（
イ
ン
ク
浸
透
印
以
外
）

③
対
象
者
の
健
康
保
険
証

④
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た

方
の
み
、
前
住
所
地
の
平
成
28
年
度
市
区

町
村
民
税
所
得
・
課
税
証
明
書

■
申
請
期
限　

６
月
30
日

■
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
児
童

環
境
係
（
２
５
・
３
２
５
９
）

児童手当現況届の提出
福祉医療費受給者証の申請
（乳幼児・子ども・ひとり親家庭用）

はお早めに！
提出・申請期限
６月30日

■手当月額（児童１人につき）
対象者 支給額

０〜３歳未満 １万 5,000 円
３歳〜
　小学生

１子・２子 １万円
３子以降 １万 5,000 円

中学生 １万円

■所得制限
扶養親族
等の数

所得の
限度額

０人 622 万円
１人 660 万円
２人 698 万円

扶養親族
等の数

所得の
限度額

３人 736 万円
４人 774 万円
５人 812 万円

市役所市民総合窓口
各総合事務所市民窓口部門、支所・出張所提出先

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
制
度
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通
常
選
挙

10
□
投
票
時
間

◆
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
木
間
・
三
見
第
３
・
川
上
・
田

万
川
・
む
つ
み
・
須
佐
・
弥
富
・

旭
・
福
栄
の
投
票
区
は
午
後
６
時

ま
で
。

□
投
票
で
き
る
方

　
今
回
の
選
挙
か
ら
選
挙
権
が
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成
10
年
７
月
11
日
以
前
に
生
ま

れ
た
日
本
国
民
の
方
と
な
り
ま

す
。

◆
萩
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成

28
年
３
月
21
日
（
転
入
届
出
日
）

以
前
か
ら
引
き
続
き
萩
市
に
住
ん

で
い
る
方

※
平
成
28
年
３
月
22
日
以
降
に
、

市
外
か
ら
萩
市
に
転
入
さ
れ
た
方

は
、
萩
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
前
住
所

地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◆
萩
市
か
ら
市
外
に
転
出
さ
れ
、

転
出
予
定
日
か
ら
４
カ
月
が
経
過

し
て
お
ら
ず
、
転
出
前
に
萩
市
で

３
カ
月
以
上
住
民
票
の
登
録
の
あ

る
方
で
、
他
の
市
区
町
村
に
お
い

て
選
挙
権
の
な
い
方

※
転
入
転
出
日
等
で
違
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
場
合

は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
投
票
所
に
入
場
で
き
る
子
ど
も

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
が
あ

り
、
選
挙
人
が
同
伴
で
き
る
子
ど

も
は
、
幼
児
、
児
童
、
生
徒
そ
の

他
の
18
歳
未
満
の
方
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
選
挙
人
が
同
伴
さ
れ

る
子
ど
も
が
投
票
所
に
入
る
こ
と

に
よ
り
生
ず
る
混
雑
や
騒
が
し
い

な
ど
の
状
況
か
ら
、
投
票
所
の
秩

序
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
場
合
に
は
入
場
を
お
断
わ
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

□
こ
ん
な
と
き
は
期
日
前
投
票
を

　

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い
方
に
前
も
っ
て
投
票

で
き
る
よ
う
便
宜
を
図
る
制
度
で

す
。
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
出

産
予
定
等
の
事
情
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
方
は
、
必
ず
期
日
前
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

　

大
島
、
相
島
、
見
島
地
区
（
前

日
繰
上
投
票
の
地
区
）
の
方
の
期

日
前
投
票
は
７
月
８
日
（
金
）
ま

で
と
な
り
ま
す
。

□
不
在
者
投
票

◆
入
院
中
の
場
合

　

指
定
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
病
院
長
や

管
理
者
に
申
し
出
を
す
れ
ば
、
病

院
や
施
設
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
内
の
指
定

病
院
と
指
定
施
設
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
指
定
病
院

　

萩
市
民
病
院
、
玉
木
病
院
、
全

眞
会
病
院
、
都
志
見
病
院
、
萩
慈

生
病
院
、
萩
病
院
、
萩
む
ら
た
病

院○
指
定
施
設

　

オ
ア
シ
ス
は
ぎ
園
、
福
祉
複
合

施
設
つ
ば
き
、
萩
・
福
祉
複
合
施

設
か
が
や
き
、
ひ
ま
わ
り
の
苑
、

徳
寿
園
、
阿
北
苑
、
む
つ
み
園
、

す
さ
苑
、
ち
は
る
え
ん
、
紫
福
園
、

か
わ
か
み
苑

◆
仕
事
等
で
市
外
に
滞
在
中
の
場

合
　

萩
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵
便

等
で
宣
誓
書
を
添
え
投
票
用
紙
を

請
求
す
る
と
、
滞
在
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。

◆
郵
便
等
投
票
で
で
き
る
場
合

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
持
ち
、一
定
要
件
に
該
当

す
る
方
、
介
護
保
険
に
お
い
て
要

介
護
５
と
認
定
さ
れ
た
方
で
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
を
お
持
ち
の

方
は
、
自
宅
で
投
票
用
紙
に
記
載

し
て
郵
便
等
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、「
ご
自
身
で

投
票
の
記
載
が
で
き
な
い
」
と
法

的
に
定
め
ら
れ
た
方
が
、
代
理
人

に
投
票
に
関
す
る
記
載
を
し
て
も

ら
う
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

証
明
書
の
交
付
申
請
を
さ
れ
る

方
や
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
方
は
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
郵
便
等
投

票
証
明
書
を
添
え
て
７
月
６
日
ま

で
に
萩
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
船
員
の
場
合

　

船
員
で
選
挙
人
登
録
証
明
書
を

お
持
ち
の
方
は
、
指
定
港
の
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
選
挙
人

名
簿
登
録
証
明
書
お
よ
び
船
員
手

帳
を
提
示
し
て
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
投
票
の
方
法

　

今
回
は
２
つ
の
選
挙
を
同
時
に

行
い
ま
す
の
で
、
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
間
違
い
の
無
い
よ
う
に
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
用
紙
と
記
載
方
法

◦
参
議
院
議
員
山
口
県
選
出
議
員

選
挙
（
薄
い
黄
色
の
投
票
用
紙
）

→
候
補
者
名
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。

◦
参
議
院
議
員
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
（
白
色
の
投
票
用
紙
）

→
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
名
等
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
代
理
投
票

　

投
票
は
自
分
で
書
く
こ
と
が
原

則
で
す
が
、
体
の
不
自
由
な
方
や

字
が
書
け
な
い
方
は
投
票
所
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
補
助
者
が
、

あ
な
た
に
代
わ
っ
て
あ
な
た
の
支

持
す
る
候
補
者
名
等
を
書
き
ま

す
。
投
票
に
関
す
る
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

◆
点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

□
投
票
所
の
確
認
を

７月 日

第
24
回
参
議
院
議
員

７
月
10
日
は
、参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

大切な選挙です。
必ず投票しましょう。

大
島
・
相
島
・
見
島
地
区
は
７
月
９
日
土

日

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

（
２
５
・
２
９
１
２
）
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投票所名 場　所 区　域
旧萩第１ 土原保育園遊戯室 川島全区、土原全区
旧萩第２ 萩市役所玄関ロビー 橋本町、御許町、唐樋町、江向全区
旧萩第３ 萩市保健センター 河添、平安古全区
旧萩第４ 萩西中学校音楽室 堀内全区、城東全区、今魚店町、樽屋町

旧萩第５ 日の丸保育園保育室 北古萩１区、細工町、塩屋町、恵美須町、瓦町、米屋町、東田町、西田町、
津守町、上五間町

旧萩第６ 今古萩老人憩の家 下五間町、吉田町、古萩町、今古萩町、熊谷町
旧萩第７ 浜崎介護予防センター 北古萩２区、浜崎新町全区、浜崎町全区、東浜崎町全区
椿東第１ 県営住宅中津江団地集会所 目代、中津江
椿東第２ 旧椿東保育園 上野、椎原、船津
椿東第３ 椿東小学校地域ふれあいセンター 中ノ倉、松本市、無田ヶ原、長山
椿東第４ 新川会館 無田ヶ原口、新川全区、香川津、鶴江全区、前小畑１区、前小畑2区の1
椿東第５ 漁村コミュニティ施設中小畑恵比須会館 前小畑２区の２・３、中小畑、後小畑
越ケ浜 越ケ浜介護予防センター 越ケ浜全区
椿 萩市民体育館ロビー 霧口、沖原、大屋、笠屋、河内、椿、濁淵、金谷、椿町、雑式町、桜江、青海

あ な た の 投 票 所

期日前投票所 場　所 投票区域 期　間 時　間

萩市役所
期日前投票所 萩市役所玄関ロビー ６/23㊍〜７/９㊏ 8：30～20：00

三見期日前投票所 三見出張所 7/４㊊〜９㊏ 8：30～17：00
大井期日前投票所 大井出張所 7/４㊊〜９㊏ 8：30～17：00

大島期日前投票所 大島公民館
7/４㊊〜７㊍ 8：30～17：00
７/８㊎ 8：30～12：00

見島期日前投票所 見島ふれあい交流
センター

７/４㊊〜７㊍ 8：30～17：00
７/８㊎ 8：30～12：00

越ケ浜期日前投票所 越ケ浜介護予防
センター ７/７㊍〜９㊏ 9：00～17：00

川上期日前投票所 川上総合事務所 ７/４㊊〜９㊏ 8：30～19：00
田万川期日前投票所 田万川総合事務所

７/４㊊〜９㊏
8：30～19：00

小川期日前投票所 小川交流センター 8：30～17：00
むつみ期日前投票所 むつみ総合事務所

７/４㊊〜９㊏
8：30～19：00

高俣期日前投票所 高俣支所 8：30～17：00
須佐期日前投票所 須佐総合事務所

７/４㊊〜９㊏
8：30～19：00

弥富期日前投票所 弥富支所 8：30～17：00
旭期日前投票所 旭総合事務所

７/４㊊〜９㊏
8：30～19：00

佐々並期日前投票所 佐々並支所 8：30～19：00
福栄期日前投票所 福栄総合事務所

７/４㊊〜９㊏
8：30～19：00

紫福期日前投票所 紫福支所 8：30～17：00

・期 日 前 投 票 の 場 所 区 域・ 日 時

投票日時は７月10日㊐の午前７時から午後７時まで （大島・相島・見島地区は７月９日㊏）
木間、三見第３、川上・田万川・むつみ・須佐・弥富・旭・福栄投票区は午後６時まで

※旭第４投票区と旭第５投票区が統合されました、投票所は旭マルチメディアセンターです。
※田万川第２投票所は小川交流センター、田万川第４投票所は田万川総合事務所に変更しました。

期日前投票の宣誓書が
ご自宅で記入できます！
　スムーズに期日前投票ができるように、投票所入場券の裏面に
宣誓書を印刷しています。また、様式を萩市ホームページからダ
ウンロードできます（期日前投票所にも備え付けています）。

　

投
票
は
、
決
め
ら
れ
た
投
票
所

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
送
さ
れ
た
「
投
票
所
入
場
券
」

で
自
分
の
投
票
所
を
確
か
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
６
月
20
日

以
降
に
萩
市
内
で
転
居
さ
れ
た
方

は
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

□
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
は
で

き
ま
す
が
、
投
票
所
で
の
受
付
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
忘
れ
ず
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を
な
く

し
た
り
、忘
れ
た
り
、届
か
な
か
っ

た
と
き
は
投
票
所
で
再
発
行
し
ま

す
。
受
付
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

転
居
等
さ
れ
た
場
合
、
郵
便
局

へ
転
居
届
け
を
さ
れ
な
い
と
、
入

場
券
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
開
票

　

午
後
８
時
30
分
か
ら
萩
市
民
体

育
館
で
行
い
ま
す
。

市内全域
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投票所名 場　所 区　域
木間 木間地域活性化センター 東木間、西木間、北木間
山田第１ 白水小学校屋内運動場 山田全区、玉江１区、玉江２区の２、玉江３区
山田第２ 山田保育園遊戯室 玉江２区の１、玉江浦全区、倉江、小原
三見第１ 三見市仁王会館 中山、市、手水川、床並、吉広
三見第２ 三見公民館講義室 畦田、石丸、河内、駅通り、蔵本、明石、浦全区
三見第３ 三見飯井公民館 飯井
大井第１ 大井公民館講義室 七重、市場、庄屋、円光寺、馬場上、馬場下、貞平、門前、本郷、羽賀、坂本
大井第２ 大井保育園遊戯室 土井、港全区、港浜全区
大井第３ 大井浦蛭子会館 浦全区、後地
大島 大島公民館講義室 大島全区
相島 相島文化センター集会室 相島、櫃島
見島第１ 見島ふれあい交流センター 本村全区
見島第２ 見島診療所宇津分室待合室 宇津全区
川上第１ 川上総合事務所 佐古、川上山田、長谷、三徳、共栄、遠谷、堂河内
川上第２ 川上立野集会所 立野、白上、椿瀬、川上横坂
川上第３ 旧笹尾分校 笹尾、杣木谷
川上第４ 江舟集会所 江舟、野戸呂
田万川第１ 田万川農村婦人の家 小川４区～ 11区
田万川第２ 小川交流センター 小川１区～３区、小川 12区～ 14区、小川 24区、小川 25区
田万川第３ 下小川ふれあいセンター 小川 15区～ 23区

田万川第４ 田万川総合事務所 瀬尻、上組、丸山、中組、大久保、八幡、松崎、稗田、市味、湊、須佐地、江崎
平原、上本郷、下本郷、下郷、わらび台、大沢、要一、要二

田万川第５ 江崎ふるさとセンター 上本町、本町、土居、弁天、上中町、下中町、戎一、戎二、江津、尾浦

むつみ第１ 高俣支所 中郷、宮廻、辻山、高佐横坂、羽月、岸高、中央、御舟子、小国、中橋、金谷、
高佐上市、札の奥、領家、安附

むつみ第２ （旧）高佐下ふれあいセンター 下領、影畑、花見、後井、伏馬
むつみ第３ 吉部市公会堂 佐波木、朝鳥、宇立、市上、市下、岡田、江良、菅谷、毛木山

むつみ第４ むつみ総合事務所住民ホール 尾の坂、湯の口、毛木、鈴倉、野田、大光寺、吉部殿川、平ヶ重、天坪、
深谷、二反田、千石台全区

むつみ第５ 広瀬公会堂 麻生、三戸原、鍛冶屋、志和田、広瀬下、広瀬上、吉部長尾、柳、鱒谷

須佐第１ 須佐総合事務所 松原、本町上、本町中、本町下、河原丁、山根丁西、山根丁東、横屋丁、中津
浦西、浦中、浦東、入江、水海、青葉台、まてかた、金井、押谷、中畑、前地

須佐第２ 須佐三原農事集会所 上三原、堀田、帆柱、下三原上、下三原下、北谷、野頭
須佐第３ 高山公民館 高山、沖浦
弥富第１ 弥富支所 弥富１区、弥富５区～ 13区
弥富第２ 鈴野川農林漁業者等健康増進施設 弥富２区～４区
旭第１ 旭活性化センター 長瀬、大下、佐々並市、成川、深瀬、黒ケ谷、久年、パークタウン
旭第２ 長高公民館 高津、長小野
旭第３ 舞谷公民館 舞谷

旭第４ 旭マルチメディアセンター
釿切、古戦場、同前、矢代、上横瀬、下横瀬、小野山、角力場、すも
うば団地、サンウッドビレッジ、菅蓋、牛地、沖ノ原団地、中央団地、
見定下切、惣田、笛吹、明木上市、下市、蔵屋、原

福栄第１ 福栄コミュニティセンター 生野、東宗、西宗、鎌浦、榎屋、別所、押原、仁保谷
福栄第２ 半田集会所 鶴ヶ谷、平蕨台、麦谷、半田
福栄第３ 山崎集会所 文捨、山崎、堂ケ迫、入屋、平蕨
福栄第４ 扇町公会堂 桜、金峯、扇町、上莚野、下莚野、黒川、吉田
福栄第５ 高蕪集会所 蕪根、高坂
福栄第６ 市自治会集会所 堀越、栗原、小西見、紫福市、田中、小野田、奥畑
福栄第７ 農事組合法人ふくえ会議室 中山、永田沖、永井、畑、紫福殿川、紫福長尾、杉原、堂ケ市
福栄第８ 京場集会所 奥畑、紫福平原、横貝、京場、壇今木、紫福山田、向山

あ な た の 投 票 所 選挙管理委員会　２５・２９１２問い合わせ
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萩
市
民
病
院　

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

医師：中村 武
た け し

史
専門：内科・循環器科

【
災
害
時
に
増
え
る
病
気
】

深
部
静
脈
血
栓
症
・
肺
血
栓
塞
栓
症
に
つ
い
て

　

深し
ん
ぶ
じ
ょ
う
み
ゃ
く
け
っ
せ
ん
し
ょ
う

部
静
脈
血
栓
症
と
い
う
病
気
を

ご
存
じ
で
す
か
？
こ
の
病
気
は
肺は
い
け
っ
せ
ん

血
栓

塞そ
く
せ
ん栓

症し
ょ
う（

い
わ
ゆ
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
）を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
、

震
災
な
ど
の
災
害
時
に
こ
れ
ら
の
病
気
は

増
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
病
気
と
そ
の
予
防
に
つ
い

て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

深
部
静
脈
血
栓
症
っ
て
？

肺
血
栓
塞
栓
症
っ
て
？

　

深
部
静
脈
血
栓
症
は
足
の
深
部
静
脈

（
皮
膚
の
近
く
で
は
な
く
筋
肉
の
奥
に
あ

る
太
い
静
脈
）
に
血
の
塊
（
血
栓
）
が
で

き
る
病
気
で
す
。
血
の
塊
に
よ
っ
て
血
流

が
障
害
さ
れ
る
こ
と
で
足
の
腫
れ
や
痛
み

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。そ
れ
だ
け
で
な
く
、

足
に
で
き
た
血
の
塊
が
血
流
に
乗
っ
て
肺

に
い
く
こ
と
が
あ
り
、
肺
血
栓
塞
栓
症
と

い
う
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
と
い
う
と
少
し
馴
染

み
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
飛
行
機

な
ど
で
長
時
間
同
じ
体
勢
で
い
る
た
め
に

足
の
血
流
が
滞
り
、
血
栓
が
で
き
ま
す
。

　

立
ち
上
が
っ
た
り
、
移
動
し
よ
う
と
し

た
際
に
そ
の
血
栓
が
血
流
に
乗
っ
て
肺
に

詰
ま
る
と
い
う
も
の
で
す
。
突
然
、
息
苦

し
さ
や
胸
の
痛
み
が
現
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
命
を
失
っ
て
し
ま
う
重
篤
な
病
気
で

す
。

　

血
栓
が
で
き
る
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
足
を
動
か
さ
な
い
、
あ
る
い
は
動
か

せ
な
い
状
況
は
血
栓
が
で
き
や
す
い
状
態

と
い
え
ま
す
。
寝
た
き
り
で
あ
っ
た
り
、

骨
折
し
て
長
期
間
動
け
な
い
と
き
、
ま
た

脱
水
も
血
栓
を
お
こ
す
要
因
と
な
り
ま

す
。

な
ぜ
災
害
時
に
増
加
す
る
の
で

し
ょ
う
？

　

先
日
も
熊
本
で
大
地
震
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
う
い
っ
た
大
規
模
な
災
害
時
に
は

深
部
静
脈
血
栓
症
・
肺
血
栓
塞
栓
症
は
増

加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
骨
折
や
打

撲
な
ど
の
外
傷
に
加
え
、
車
中
泊
や
避
難

所
で
の
生
活
が
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

座
っ
た
状
態
で
の
車
中
泊
は
飛
行
機
と

同
様
で
す
し
、
避
難
所
に
い
て
も
水
分
や

食
事
を
十
分
に
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
状
況
下
で

は
ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
た
め
、
水
分
を
あ

ま
り
取
ら
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま
う
こ
と

も
一
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
予
防
で
き
ま
す
か
？

　

で
は
、
こ
う
い
っ
た
病
気
を
予
防
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
脱

水
予
防
の
た
め
の
水
分
補
給
は
大
切
で

す
。
ま
た
、
静
脈
は
足
の
筋
肉
の
収
縮
に

よ
っ
て
血
液
を
送
り
出
し
て
い
る
の
で
、

足
を
動
か
す
こ
と
で
血
流
の
停
滞
を
予
防

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
歩
く
こ
と
が
で

き
る
状
況
で
あ
れ
ば
定
期
的
に
歩
く
こ

と
、
歩
け
な
い
場
合
は
足
首
や
膝
な
ど
の

曲
げ
伸
ば
し
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ
と

も
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
は
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に

よ
り
足
を
き
つ
く
し
め
る
こ
と
で
血
流
を

よ
く
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
限
ら
ず
、
長
時
間
同
じ
体
勢

が
続
く
と
き
に
は
適
度
な
運
動
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
水
分
補
給
を
心
が
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
の
申
請
は
お

済
み
で
す
か

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵

を
受
け
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者

を
支
援
す
る
た
め
、
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者　

昭
和
27
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
平
成

27
年
度
市
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い

方
　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は

対
象
外
で
す
。

◦
本
人
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
が

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合

◦
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

※
該
当
の
可
能
性
の
あ
る
方
に
は

４
月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

■
申
請
方
法　

７
月
11
日
ま
で
に
、

郵
送
ま
た
は
市
役
所
本
庁
、
各
総

合
事
務
所
、
支
所
・
出
張
所
へ

■
支
給
日　

申
請
月
の
翌
月
中
旬

頃◎
臨
時
福
祉
給
付
金
詐
欺
に
ご
注

意
を

　

臨
時
給
付
金
に
関
し
て
、
市
町

村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現

金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
福

祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

狩
猟
免
許
取
得
に
補
助
制
度

　

市
と
県
で
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲

の
担
い
手
確
保
対
策
と
し
て
、
狩

猟
免
許
の
新
規
取
得
者
に
対
す
る

補
助
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
狩
猟
免
許
試
験

■
と
き　

８
月
23
日
（
火
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

山
口
県
総
合
保
健
会

館
（
山
口
市
）

※
試
験
日
の
前
日
に
、
同
会
場
で

狩
猟
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
別
日
程
で
下
松
、
美
祢
、
防

府
、
下
関
、
岩
国
会
場
で
も
実
施
。

■
手
数
料　

新
規
＝
５
２
０
０

円
、
既
に
免
許
を
所
持
し
、
さ
ら

に
他
免
許
を
受
験
す
る
方
＝
３
９

０
０
円

■
申
込
期
限　

８
月
16
日

②
狩
猟
免
許
更
新
に
係
る
適
正
検

査
、
講
習
会

■
と
き　

７
月
１
日
（
金
）
午
後

１
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
手
数
料　

２
９
０
０
円

■
申
込
期
限　

６
月
24
日

◆
申
込
方
法　

①
、
②
い
ず
れ
も

山
口
県
萩
農
林
事
務
所
森
林
部
備

え
付
け
の
申
請
書
を
提
出

○
市
補
助
金

■
対
象
者　

新
規
に
狩
猟
免
許
を

取
得
後
、
市
内
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

隊
に
所
属
す
る
方

■
補
助
金　

１
万
２
０
０
円
（
既

に
免
許
を
所
持
す
る
猟
友
会
会
員

の
方
は
６
９
０
０
円
）

○
県
補
助
金

■
対
象
者　

新
規
に
第
一
種
銃
猟

免
許
を
取
得
し
、
当
該
年
度
内
に

銃
の
所
持
許
可
を
受
け
狩
猟
者
登

録
を
し
た
方
。
ま
た
、
新
規
に
わ

な
猟
免
許
を
取
得
し
、
当
該
年
度

内
に
狩
猟
者
登
録
を
し
た
方

■
補
助
金　

第
一
種
銃
猟
免
許
６

万
７
０
０
０
円
（
す
で
に
銃
の
所

持
許
可
を
受
け
て
い
る
方
は
２
万

円
）、
わ
な
猟
免
許
１
万
５
０
０
０

円
問
い
合
わ
せ

【
試
験
・
免
許
更
新
・
県
補
助
金
】

萩
農
林
事
務
所
森
林
部
（
２
２
・

　
　
　
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

陶
芸
用
具
一
式
、
古
着
（
成
人
男

女
）、
折
り
た
た
み
ソ
フ
ァ
（
白

色
）、
ガ
ス
給
湯
器
、
萩
東
中
女

子
制
服
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
果
実

酒
用
の
ビ
ン
、３
人
が
け
ソ
フ
ァ
、

大
正
琴
、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
（
マ
ッ

ト
と
カ
バ
ー
付
）、
ゴ
ル
フ
バ
ッ

グ
（
緑
色
）

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

原
付
ス
ク
ー
タ
ー
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
、
着
物
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ

ド
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
、
２
槽
式
洗
濯

機
、
テ
レ
ビ
（
32
イ
ン
チ
）、
男

児
自
転
車
（
補
助
輪
付
き
）

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立

し
た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ

る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
布
ス
リ
ッ
パ
作
り
講
座

■
と
き　

７
月
９
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
内
容　

古
布
を
使
っ
た
ス
リ
ッ

パ
作
り

■
定
員　

10
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費

別
）

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日
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３
３
６
６
）

【
市
補
助
金
】
農
林
振
興
課
有
害

鳥
獣
対
策
係
（
２
５
・
４
１
９
４
）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中

退
共
）
制
度

　

中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。

■
制
度
の
し
く
み　

事
業
主
が
中

退
共
と
退
職
共
済
契
約
を
結
び
、

毎
月
の
掛
金
（
非
課
税
）
を
金
融

機
関
に
納
付
。
従
業
員
が
退
職
し

た
と
き
は
、
そ
の
従
業
員
に
中
退

共
か
ら
退
職
金
が
直
接
支
払
わ
れ

る■
加
入
方
法　

お
近
く
の
金
融
機

田
万
川
診
療
所
専
門
員
・

看
護
師
（
一
般
職
非
常
勤

職
員
）

○
診
療
所
専
門
員
（
レ
セ
プ
ト
点

検
含
む
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
応
募
資
格　

医
療
事
務
の
資
格

を
有
す
る
方
ま
た
は
医
療
事
務
の

実
務
経
験
を
有
す
る
方
（
資
格
・

経
験
の
な
い
方
も
応
募
可
）

■
報
酬　

７
１
０
０
円
（
日
給
）

※
資
格
・
経
験
の
な
い
方
は
５
７

０
０
円
（
日
給
）

○
看
護
師

■
募
集
人
員　

２
人

関
等
で
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　
　
　

　
（
０
３
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４
）

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

　

６
月
30
日
ま
で
「
不
正
大
麻
・

け
し
撲
滅
運
動
」
が
全
国
一
斉
に

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。「
セ
テ
ィ

ゲ
ル
ム
種
」「
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム

種
」
の
け
し
や
「
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ

シ
」は
麻
薬
成
分
を
含
ん
で
お
り
、

大
麻
も
麻
酔
性
の
成
分
を
含
ん
で

い
る
た
め
、
勝
手
に
植
え
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
発
見
、
ま

た
見
分
け
方
が
わ
か
ら
な
い
時
は

日 開 議 日　程

15日（水） 10：00 会期の決定、諸報告、議案上程

16日（木） 10：00 議案質疑、委員会付託

21日（火）
22日（水）
23日（木）

10：00 一般質問

24日（金）
27日（月） 10：00 各常任委員会

29日（水） 14：00 委員長報告、質疑・討論・表決

問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）

◆一般質問の放送日程
◦萩ケーブルネットワーク、萩市総合情報施設

（農村型ケーブルテレビ）で生中継（122ch）、
６月 24 日から土・日曜日を除き録画放送（一
部変更となる場合があります）。
◦エフエム萩（77.5MHz）で生中継。

市 議 会 ６ 月 定 例 会
■とき　６月15日（水）〜29日（水）
■ところ　萩市議会議場

※ 17 日、20 日は休会。
※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
５
・
２

６
６
７
）、
萩
警
察
署
（
２
６
・
０

１
１
０
）

萩
市
総
合
情
報
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
一
時
停
止

　

工
事
の
た
め
一
時
サ
ー
ビ
ス
を

停
止
し
ま
す
。

■
と
き　

６
月
18
日
（
土
）
午
前

１
時
〜
５
時
（
１
時
間
程
度
サ
ー

ビ
ス
が
停
止
）

■
対
象　

川
上
・
む
つ
み
・
旭
・

福
栄
地
域
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス

■
内
容　

萩
市
南
東
部
地
域
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

事
業
に
伴
う
伝
送
路
切
替
工
事

※
午
前
１
時
〜
５
時
の
間
に
、
１

時
間
程
度
サ
ー
ビ
ス
が
停
止
し
ま

す
。

※
作
業
終
了
後
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
が
利
用
で
き
な
い
場
合

は
、
機
器
、
ル
ー
タ
ー
の
再
起
動

（
電
源
抜
き
差
し
）
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
（
２
５
・
３
４
７
１
）

■
応
募
資
格　

看
護
師
免
許
ま
た

は
准
看
護
師
免
許
を
有
す
る
方

■
報
酬　

７
１
０
０
円
（
日
給
）

▽
共
通
事
項

■
雇
用
期
間　

９
月
12
日
〜
平
成

29
年
３
月
31
日
（
月
・
火
・
木
・

金
曜
日
の
週
４
日
勤
務
）

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

■
勤
務
場
所　

田
万
川
診
療
所（
江

崎
）

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

■
申
込
方
法　

７
月
29
日
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

に
希
望
す
る
職
種
を
記
入
、資
格
・

免
許
証
の
写
し
、
総
務
課
備
え
付

け
の
同
意
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
郵

送
（
当
日
必
着
）
ま
た
は
、
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
総

務
課
人
事
係（
２
５・１
２
３
９
）
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萩
・
菊
ケ
浜
砂
の
芸
術
祭

　

白
砂
青
松
の
美
し
い
菊
ケ
浜
、

沖
合
い
の
島
々
を
眺
め
な
が
ら
、

家
族
や
友
達
と
サ
ン
ド
ア
ー
ト
に

挑
戦
し
、
夏
の
日
の
思
い
出
作
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

７
月
24
日
（
日
）

▽
制
作　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後

１
時

▽
展
示　

午
後
１
時
〜
10
時

▽
表
彰　

午
後
２
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

菊
ケ
浜
海
水
浴
場

■
部
門　

小
学
生
、
中
学
生
、
フ

リ
ー
（
年
齢
等
メ
ン
バ
ー
構
成
自

由
）
の
３
部
門
。
１
チ
ー
ム
４
人

〜
10
人

■
募
集
チ
ー
ム
数　

35
チ
ー
ム

（
先
着
順
）

■
表
彰　

各
部
門
１
〜
３
位
に
賞

金
ま
た
は
賞
品

※
参
加
者
全
員
で
景
品
が
当
た
る

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
を
開
催
。

■
申
込
方
法　

７
月
８
日
ま
で

に
、
文
化
・
生
涯
学
習
課
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
（
萩
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
記
入
し
、
持
参

■
主
催　

萩
・
菊
ケ
浜
砂
の
芸
術

祭
実
行
委
員
会

申
し
込
み

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

萩
メ
ダ
カ
の
学
校

〜
科
学
教
室
〜
科
学
を
楽
し
も

う
！

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
夏
休
み

特
別
企
画
と
し
て
、
実
験
や
も
の

づ
く
り
を
通
し
て
、
科
学
の
楽
し

さ
、お
も
し
ろ
さ
を
発
見
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
27
日
（
水
）、
29

日
（
金
）、
８
月
１
日
（
月
）、
４

日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可
。

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館

■
内
容　

科
学
実
験
、
も
の
づ
く

り■
講
師　

松
田
光こ
う
い
ち
一
（
サ
イ
エ
ン

ス
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
）

■
対
象
者　

小
学
４
〜
６
年
生　

（
保
護
者
の
参
観
も
可
）

■
定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
回
３
０
０
円

申
し
込
み

６
月
16
日
〜
７
月
１
日
に
、文
化
・

生
涯
学
習
課（
２
５
・３
５
９
０
）へ

ざ
る
豆
腐
づ
く
り

　

萩
産
大
豆
を
使
っ
て
、
簡
単
に

作
る
こ
と
が
で
き
る
教
室
で
す
。

■
と
き　

７
月
13
日
（
水
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

ざ
る
豆
腐
、
夏
み
か
ん

寿
司
づ
く
り

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

マ
ス
ク
・
ふ
き
ん

■
参
加
料　

１
５
０
０
円
（
材
料

代
）

■
主
催　

萩
地
域
生
活
改
善
実
行

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
ル
ー
ラ
ル

ガ
イ
ド

申
し
込
み

７
月
８
日
ま
で
に
、
農
林
振
興
課

（
２
５
・
４
１
９
１
）
へ

萩
の
食
べ
物
は
い
ち
ば

ん
！
朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー

コ
ン
テ
ス
ト

　

地
場
産
食
材
を
使
っ
た
、
子
ど

も
で
も
簡
単
に
作
れ
る
朝
ご
は
ん

レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容　

お
む
す
び
と
汁
も

の
ま
た
は
、
朝
ご
は
ん
一
品

■
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
ま
た

は
通
園
・
通
学
し
て
い
る
幼
児
か

ら
高
校
生

※
親
子
や
友
だ
ち
と
の
グ
ル
ー
プ

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
応
募
要
件

①
萩
の
地
場
産
食
材
（
米
、
た
ま

ね
ぎ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
じ
ゃ
が
い
も
、

な
す
、萩
で
獲
れ
る
魚
）
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
１
種
類
以
上
を
必
ず
使

う②
子
ど
も
で
も
手
軽
に
作
る
こ
と

が
で
き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の

③
材
料
費
は
４
人
分
６
０
０
円
程

度
で
、調
理
時
間
は
30
分
以
内（
事

前
準
備
、
片
付
け
は
含
ま
な
い
）

■
応
募
方
法　

７
月
15
日
ま
で

に
、
健
康
増
進
課
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
し

持
参
、
郵
送
ま
た
は
、
メ
ー
ル

■
主
催　

萩
市
の
食
育
を
支
え
る

会
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
健

康
増
進
課（
２
６
・
０
５
０
０
、

メ
ー
ル kenkou@

city.hagi.
lg.jp

）

調
べ
て
み
よ
う
萩
往
還
の

草
花

　

植
物
採
集
の
方
法
を
学
び
、
標

本
を
作
り
ま
す
。

■
と
き　

７
月
２
日
（
土
）
萩
往

還
、
８
月
６
日
（
土
）
萩
図
書
館

午
前
９
時
〜
11
時
（
小
雨
決
行
）

■
集
合
場
所　

道
の
駅 

萩
往
還

（
現
地
集
合
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
持
参
品　

新
聞
紙
、
軍
手
、
ス

コ
ッ
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
水
筒
、

タ
オ
ル

■
定
員　

10
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

■
参
加
料　

３
０
０
円
（
保
険
代

等
）

■
申
込
方
法　

６
月
24
日
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
み
ん
な
の
図

書
館
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館申

し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
１　

萩
市
江

向
５
５
２
‐
２　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
み
ん

な
の
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

萩
夏
ま
つ
り

○
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
（
萩
・
日
本

海
大
花
火
大
会
）

　

結
婚
祝
い
、
長
寿
祝
い
な
ど
の

記
念
に
あ
な
た
の
花
火
を
打
ち
上

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

８
月
１
日
（
月
）

■
内
容　

５
口
で
尺
玉
花
火
を
１
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■
市
税
等
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
支

え
る
大
切
な
財
源

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
市
税
（
市
民
税
、固
定

資
産
税
、軽
自
動
車
税
等
）や
国
民

健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
、後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
（
以
下
、

「
市
税
等
」）は
、福
祉
・
教
育
・
子
育

て
・
道
路
な
ど
、「
健
康
で
豊
か
な

市
民
生
活
」を
実
現
す
る
た
め
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す
。

■
納
め
る
の
が
遅
く
な
る
と

　

市
税
等
は
定
め
ら
れ
た
期
限
ま

で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。納
期
限

ま
で
に
納
め
な
い
こ
と
を
滞
納
と

い
い
ま
す
。納
期
限
内
で
の
納
め

忘
れ
に
気
づ
い
た
場
合
は
、速
や

か
に
完
納
す
る
よ
う
努
め
て
く
だ

さ
い
。納
期
限
内
に
納
税
い
た
だ

い
て
い
る
方
と
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
も
、滞
納
さ
れ
た
方
は
延

滞
金
の
加
算
や
滞
納
処
分
（
財
産

差
し
押
さ
え
）等
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。滞
納

を
放
置
す
る
と
本
人
に
と
っ
て
不

利
益
と
な
る
だ
け
で
な
く
、市
の

財
政
を
圧
迫
し
、市
民
サ
ー
ビ
ス

に
支
障
を
与
え
る
こ
と
に
も
繋
が

り
ま
す
。ま
た
、滞
納
整
理
な
ど
余

分
な
経
費
に
税
金
を
支
出
す
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

　

市
税
等
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
に
も
、納
期
限
内
の
納
税
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。ま
た
、納
め
忘
れ

市
税
等
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

の
な
い
口
座
振
替
等
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
納
付
で
き
な
い
場
合
は
納
付
相

談
を

　

災
害
や
病
気
等
、事
業
不
振
な

ど
特
別
な
事
情
で
、納
期
限
内
に

納
税
で
き
な
い
、ま
た
納
税
す
る

こ
と
で
事
業
の
継
続
や
生
活
の
維

持
が
困
難
と
な
る
方
に
つ
い
て

は
、納
税
を
猶
予
す
る
制
度
等
、負

担
を
緩
和
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、早
め
に
収
納
課
徴
収
係

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
度
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
地
方
税
の
猶
予
制
度
が
拡

充
さ
れ
、平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。猶
予
制
度

等
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、７
月
15

日
号
で
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
２
０
９
）

納付相談もなく
市税等を納めないままだと？

20 日以内

督促手数料
が発生送付から

11 日目

納期限

督促状を送付

滞納者の財産（給与、預金、
生命保険等）の差し押さえ
が可能に（地方税法）

延滞金の加算
開始

財産調査の実施

財産の差し押さえ

「納める資力があるのに滞納」と判断
されると…

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
納
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

６
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ

◦
市
県
民
税

◦
国
民
健
康
保
険
料

◦
介
護
保
険
料

発
打
ち
上
げ
（
１
口
１
万
円
、
先

着
15
口
）

■
申
込
期
限　

７
月
11
日

○
市
民
総
踊
り
参
加
者

■
と
き　

８
月
２
日
（
火
）

▽
市
民
総
踊
り
ヨ
イ
シ
ョ
コ
シ
ョ

パ
レ
ー
ド　

午
後
７
時
〜
８
時
40

分
（
予
定
）

▽
ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
節
パ
レ
ー
ド　

午
後
９
時
〜
９
時
20
分
（
予
定
）

■
申
込
期
限　

７
月
11
日

○
萩
ゆ
か
た
キ
ッ
ズ
シ
ョ
ー

■
と
き　

８
月
３
日
（
水
）
午
後

６
時
〜
６
時
40
分
（
予
定
）

■
参
加
資
格　

３
〜
８
歳
く
ら
い

の
お
子
さ
ん

○
萩
ゆ
か
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

■
と
き　

８
月
３
日
（
水
）
午
後

８
時
〜
９
時
（
予
定
）

■
参
加
資
格　

高
校
生
以
上
の
女

性■
主
催　

萩
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
７　

萩
市
東

田
町
19
‐
４　

萩
商
工
会
議
所

（
２
５
・
３
３
３
３
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・

３
４
３
６
、
メ
ー
ル hagi-cci@

haginet.ne.jp

）

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス 

夏
休

み
わ
く
わ
く
体
験
キ
ャ
ン

プ
　
「
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

２
０
１
６　

な
な
い
ろ
の
海
の
向

こ
う
の
不
思
議
の
島
［
最
終
章
］」

と
題
し
た
２
泊
３
日
の
ス
ト
ー

リ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

■
と
き　

８
月
12
日
（
金
）
正
午

〜
14
日
（
日
）
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
） ・
不
思
議
の
島

■
内
容　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
野
外
炊
飯
、
海
あ
そ

び
、
森
あ
そ
び
な
ど

■
対
象
者　

小
学
４
年
生
〜
中
学

生■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
万
２
０
０
０
円

（
材
料
費
、
保
険
代
等
）

主
催
・
申
し
込
み　

７
月
15
日
ま
で
に
、

萩
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
（
２
１
・

７
５
０
１
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
１
・

７
６
６
６
）へ
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汗か
ん
そ
う走

!!
ま
ま
ち
ゃ
り
２
時

間
耐
久
レ
ー
ス

■
と
き　

７
月
16
日
（
土
）
午
後

５
時
〜
10
時

■
と
こ
ろ　

萩
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

パ
ー
ク
・
ナ
チ
ュ
ラ
サ
ー
キ
ッ
ト

■
内
容　

走
者
を
交
代
し
な
が
ら

コ
ー
ス
を
２
時
間
走
行
、
順
位
は

周
回
数
の
多
い
順

※
自
転
車
（
26
イ
ン
チ
、
変
速
器

な
し
、
か
ご
付
）
を
１
台
持
ち
込

み
。

■
チ
ー
ム
編
成　

２
〜
６
人

■
対
象
者　

26
イ
ン
チ
の
自
転
車

に
乗
っ
て
両
足
が
地
面
に
着
く
方

■
参
加
料  

１
チ
ー
ム 

５
１
５
０

円
（
保
険
代
含
む
）

■
定
員　

34
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

７
月
６
日
ま
で
に

萩
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ー
ク
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、
持
参

主
催
・
申
し
込
み　

〒
７
５
３
‐
０
１
０
１　

萩
市

佐
々
並
４
６
３
‐
１　

ナ
チ
ュ
ラ

サ
ー
キ
ッ
ト
（
５
６
・
０
１
０
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
６
・
５
０
１
０
）

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
萩
光
塩

　

外
国
の
青
年
た
ち
と
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
料
理
を
作
っ
た
り
し
て

外
国
の
文
化
を
体
験
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
26
日
（
火
）
〜
29

日
（
金
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
最
終
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
２

時
30
分
。

■
と
こ
ろ　

萩
光
塩
学
院

■
内
容　

異
文
化
交
流
（
各
国
の

紹
介
・
工
作
・
料
理
な
ど
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
小
学
３

〜
６
年
生

■
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

３
０
０
０
円
（
教
材

費
、
最
終
日
昼
食
費
、
保
険
料
等
）

■
申
込
方
法　

６
月
30
日
ま
で

に
、
申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
て

萩
塩
光
学
院
へ
提
出

主
催
・
申
し
込
み

萩
光
塩
学
院
（
２
２
・
０
７
８
２
）

萩
・
阿
武
・
長
門
合
同
短

歌
大
会
の
参
加
作
品

　

10
月
22
日
に
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
合
同
短
歌
大

会
の
参
加
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
出
詠
料　

１
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

７
月
１
日
ま
で

に
、
事
務
局
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
に
、作
品
一
首（
楷
書
で
記
入
）、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
郵
送

■
主
催　

萩
・
阿
武
・
長
門
合
同

短
歌
会

申
し
込
み

〒
７
５
９
‐
３
６
１
１　

萩
市
大

井
２
８
３
７
‐
１　

萩
・
阿
武
・

長
門
合
同
短
歌
大
会
事
務
局
（
２

８
・
１
４
４
４
）
西
元

「
吹
奏
楽
に
よ
る
第
九
」
合

唱
団
員

　

県
内
初
と
な
る
「
吹
奏
楽
に
よ

る
第
九
」
の
合
唱
（
指
揮
者 

田た

久く

ぼ保
裕ゆ
う
い
ち
一
）
が
、11
月
20
日
（
日
）

午
後
３
時
か
ら
市
民
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
合
唱
団
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
初
回
練
習　

７
月
10
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時　

■
練
習
予
定　

日
曜
日
の
午
後
１

時
〜
３
時
ま
た
は
午
後
７
時
〜
９

時
、
市
民
館
（
全
20
回
）

※
隔
週
で
変
更
（
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

■
参
加
料　

２
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

萩
発
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

萩
合
唱

団
（
０
９
０
・
９
５
０
１
・
４
５

７
９
）
杉
、（
０
９
０
・
３
３
７
５
・

６
６
９
６
）
沖
野

大
型
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ

く
び
い
な
す
」
市
民
船
内

見
学
会

　

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
（
２

万
６
５
９
４
ｔ
、
全
長
１
８
３
・ 

４
ｍ
）
の
萩
寄
港
に
合
わ
せ
、
船

内
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

７
月
４
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
定
員　

40
人

※
小
型
船
を
利
用
し
て
乗
船
す
る

た
め
、
安
全
を
考
慮
し
、
未
就
学

児
は
乗
船
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法　

６
月
23
日（
必
着
）

ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
記
入
し
往
復
ハ
ガ
キ
で
応
募

※
乗
船
者
リ
ス
ト
登
録
が
必
要
な

た
め
、
乗
船
希
望
者
全
員
の
情
報

を
記
入
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
を
行
い
、
当
選
者
に
通
知
。
氏

名
の
記
載
の
あ
る
方
の
み
乗
船
が

可
能
で
、
変
更
は
不
可
。

■
注
意
事
項　

乗
船
等
で
階
段
を

利
用
す
る
た
め
、
車
椅
子
等
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
観

光
課
内
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な

す
」
船
内
見
学
係

（
２
５
・
３
１
３
９
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
学
び
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
、
認
知
症
の
方
や
そ

の
ご
家
族
を
地
域
や
職
場
で
見
守

り
、
支
え
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

認
知
症
の
原
因
や
症
状
、
予
防

方
法
、
ま
た
認
知
症
の
方
へ
の
対

応
の
仕
方
、
地
域
で
の
見
守
り
支

援
の
方
法
な
ど
の
基
礎
知
識
を
、

わ
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

■
と
き　

６
月
29
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館　

■
講
師　

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト

■
定
員　

30
人
程
度

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限　

６
月
27
日
（
当
日

受
付
可
）

申
し
込
み

西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
２
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ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
財
団
国

家
試
験
課
（
０
３
・
６
９
１
１
・
２

７
１
１
）
へ
電
話

■
出
願
期
限　

７
月
１
日

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
２
３
９
８
）

介
護
支
援
専
門
員
の
実
務

研
修
受
講
試
験

■
と
き　

10
月
２
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

山
口
大
学
（
山
口
市 

吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）

■
対
象
者　

保
健
・
医
療
・
福
祉

の
分
野
で
合
計
５
年
以
上
（
一
部

10
年
以
上
）
の
実
務
経
験
を
有
す

る
方

■
申
込
期
間　

６
月
28
日
〜
７
月

15
日

■
合
格
発
表　

11
月
22
日

■
受
験
料　

８
１
０
０
円
（
山
口

県
収
入
証
紙
）

※
詳
細
は
６
月
20
日
以
降
に
、高
齢

者
支
援
課
、各
総
合
事
務
所
市

民
窓
口
部
門
、萩
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
、山
口
県
長
寿
社
会
課
で
配
布

す
る
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

山
口
県
長
寿
社
会
課

（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
７
８
８
）

５
・
３
５
２
１
）

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取

得
講
習

■
と
き　

７
月
26
日
（
火
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
、
７
月
27
日

（
水
）
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
市
消
防
本
部

■
対
象
者　

消
防
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
次
の
防
火
管
理
者
を
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
所
で
管

理
・
監
督
的
な
立
場
の
方

◦
収
容
人
員
が
10
人
以
上
の
社
会

福
祉
施
設
（
消
防
法
施
行
令
別
表

第
１
に
掲
げ
る
６
項
ロ
を
含
む
施

設
）

◦
収
容
人
員
が
30
人
以
上
で
飲
食

店
、
物
品
販
売
店
、
診
療
所
、
旅

館
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入

り
す
る
施
設

◦
収
容
人
員
が
50
人
以
上
で
共
同

住
宅
、
学
校
、
工
場
な
ど
特
定
多

数
の
人
が
出
入
り
す
る
施
設

■
受
講
料　

３
３
０
０
円

■
申
込
方
法　

６
月
20
日
〜
７
月

８
日
に
、
消
防
本
部
備
え
付
け
の

申
込
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
郵
送
、

持
参申

し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
１　

萩
市
江

向
４
２
８
‐
２　

萩
市
消
防
本
部

予
防
課
（
２
５
・
２
７
９
８
）
へ

盆
栽
実
技
講
習
会

■
と
き　

６
月
26
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

松
の
芽め
ぎ
り切
・
整せ
い
し
せ
ん

枝
剪

定て
い

、
日
常
の
管
理
の
し
か
た

■
持
参
品　

教
材
持
込
可

■
受
講
料　

無
料

■
主
催　

萩
園
芸
友
の
会
盆
栽
部

会
問
い
合
わ
せ

萩
園
芸
友
の
会
（
２
２
・
７
３
０

２
）
佐
々
木

萩
看
護
学
校
公
開
講
座

■
と
き　

６
月
28
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
看
護
学
校（
堀
内
）

■
演
題　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

最
期
を
迎
え
る
た
め
に
…
そ
の

支
援
の
実
際
」

■
講
師　

原
田
典の
り
こ子
（
原
田
訪
問

看
護
セ
ン
タ
ー
代
表
）　

■
定
員　

30
人
程
度

■
受
講
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
看
護
学
校
（
２
６
・
６
５
０
０
）

ほ
っ
と
す
ぺ
ー
す
講
演
会

　

萩
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ほ
っ
と
す
ぺ
ー
す
で
は
、
障

が
い
者
の
方
々
の
生
活
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

■
と
き　

６
月
21
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題
「
親
亡
き
後
へ
の
備
え
に

つ
い
て
、
今
で
き
る
こ
と
」

■
講
師　

鹿し
か
の野

佐さ

よ

こ
代
子
（
社
会
福

祉
法
人　

大
阪
府
障
害
者
福
祉
事

業
団
職
員
）

■
受
講
料　

無
料　

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

ほ
っ
と
す
ぺ
ー
す（
２
４
・
５
８
５

８
）
渡
邊
、
山
下

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術

者
試
験

■
と
き　

10
月
23
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

広
島
市
・
福
岡
市
等

■
受
験
資
格　

給
水
装
置
工
事
に

関
し
て
３
年
以
上
の
実
務
経
験
者

■
受
験
料　

１
万
６
８
０
０
円

■
願
書
請
求
方
法　

給
水
工
事
技

術
振
興
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

７
月
21
日
（
木
）
午
後

１
時
40
分
〜
２
時
40
分

■
と
こ
ろ　

萩
市
地
域
医
療
連
携

支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
安
古
町
）

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
対
象
者　

身
体
障
が
い
者
手
帳

所
有
者
等

■
相
談
員　

山
口
県
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
指
定
医　

■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

７
月
７
日
ま
で
に
、
福
祉
支
援
課

障
が
い
福
祉
係（
２
５・３
５
２
３
）

へ
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弁
護
士
に
よ
る
電
話
相
談

■
と
き　

６
月
28
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
内
容　

◯
女
性
の
権
利
１
１
０
番

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
離
婚
、

職
場
に
お
け
る
差
別

○
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
１
１
０
番　

　

同
姓
カ
ッ
プ
ル
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
の

方
の
権
利
一
般

■
相
談
受
付
電
話　

０
８
３
・
９
２
０
・
８
７
３
１

■
相
談
時
間　

１
人
15
分
程
度

■
相
談
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

山
口
県
弁
護
士

会
（
０
８
３
・９
２
２
・０
０
８
７
）

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
個
別
職
業
相
談

　

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
個
別
相

談
や
適
職
診
断
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

６
月
16
日
（
木
）、
７

月
21
日
（
木
）
①
午
前
11
時
〜
、

②
午
後
１
時
〜
、
③
午
後
２
時
〜

（
時
間
予
約
制
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
対
象
者　

39
歳
以
下
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
萩
で
就
職
活
動
中
の
方

※
相
談
無
料
、
守
秘
義
務
は
厳
守

し
ま
す
（
厚
生
労
働
省
・
山
口
県

委
託
事
業
）。

問
い
合
わ
せ　

ほ
う
ふ
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
０
８

３
５
・
２
８
・
３
８
０
８
）

労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

県
で
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
、

退
職
、
解
雇
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

各
種
の
労
働
相
談
に
、
専
門
の
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
と
き　

月
〜
金
曜
日　

午
前
９

時
〜
午
後
６
時
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）

■
相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

■
電
話　

０
８
３
・
９
３
３
・
３
２

３
２
（
メ
ー
ル　

roudou@
pre

f.yam
aguchi.lg.jp

）

○
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

■
と
き　

①
月
〜
金
曜
日
（
水
曜

日
を
除
く
）午
後
５
時
〜
10
時（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）、
②
土
・

日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
電
話　

０
１
２
０
・
８
１
１
・
６

１
０

○
労
使
紛
争
解
決
制
度（
あ
っ
せ
ん
）

　

労
働
者
と
使
用
者
間
の
労
働
条

件
を
巡
る
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
を
支
援
し
ま
す
。

※
相
談
無
料
、
守
秘
義
務
は
厳
守

し
ま
す
。
パ
ー
ト
・
派
遣
の
方
も

相
談
可
。

問
い
合
わ
せ　

山
口
県
労
働
委

員
会（
０
８
３・９
３
３・４
４
４
４
）

市
民
水
泳
競
技
大
会

■
と
き　

７
月
18
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ　

太
陽
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
萩
（
山
田
）

■
競
技
種
目　

板
キ
ッ
ク
、
自
由

形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ
タ
フ

ラ
イ
、
平
泳
ぎ
と
ク
ロ
ー
ル
、
個

人
メ
ド
レ
ー
、
自
由
形
リ
レ
ー
、

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
、
ラ
ッ
コ
キ
ッ

ク
、
自
己
申
告
リ
レ
ー

※
す
べ
て
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
小
学
生
以
上
の
方

■
参
加
料　

１
種
目
３
０
０
円
、

リ
レ
ー
は
１
チ
ー
ム
４
０
０
円

（
自
己
申
告
リ
レ
ー
は
含
ま
な
い
）

主
催
・
申
し
込
み

６
月
26
日
ま
で
に
、
太
陽
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
萩
内
萩
市
水
泳
連

盟
事
務
局
（
２
５
・
５
６
５
６
）
へ

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
教
室

　

５
〜
６
ｍ
先
の
円
形
の
的
に
息

を
吹
い
て
矢
を
放
つ
競
技
で
す
。

■
と
き　

６
月
22
日
（
水
）、
７

月
13
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

土
原
体
育
館

■
参
加
料　

無
料

■
持
参
品　

屋
内
シ
ュ
ー
ズ

主
催
・
申
し
込
み

日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
萩
・
夏

み
か
ん
支
部
（
０
９
０
・
７
９
９

５
・
８
９
３
７
）
下
ノ
村

３
Ｂ
体
操
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
の

ガ
ラ
ス
工
芸
で
は
世
界
屈
指
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
、
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
美
術
館
所
蔵
品
か
ら
、

約
１
４
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、
18

歳
以
下
は
無
料

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説

で
す
。

　

陶
芸
分
野
で
初
の
重
要
無
形
文

化
財「
鉄て
つ
ゆ
う
と
う
き

釉
陶
器
」保
持
者（
人
間

国
宝
）と
な
っ
た
石
黒
宗
麿（
１
８

９
３
〜
１
９
６
８
）
の
約
20
年
ぶ

り
の
回
顧
展
で
す
。

■
休
館
日　

７
月
11
日
、25
日
、８

月
８
日
、22
日
の
い
ず
れ
も
月
曜
日

　
　７

月
２
日（
土
）〜
８
月
28
日（
日
）

最
初
の
人
間
国
宝

石い
し
ぐ
ろ
む
ね
ま
ろ

黒
宗
麿
の
す
べ
て

　
　

６
月
19
日（
日
）ま
で

特
別
展

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

の
ガ
ラ
ス

■
と
き　

６
月
19
日
（
日
）
午
前

11
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

２
階
展
示
室

※
観
覧
券
が
必
要
。

　

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
創
立
45
周

年
記
念
全
国
大
会
山
口
県
大
会
が

萩
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
３
Ｂ
体

操
と
は
、
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル

タ
ー
（
輪
を
つ
な
い
で
ベ
ル
ト
状

に
し
た
も
の
）
を
使
っ
て
行
う
体

操
で
す
。

■
と
き　

６
月
25
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
萩
武
道
館

■
対
象
者　

市
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も

■
内
容　

協
会
会
員
の
成
果
発
表
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萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

城
下
町
萩
の
ひ
み
つ 

Ⅱ

企
画
展

７
月
３
日（
日
）ま
で

　

城
下
町
萩
は
、
低
湿
な
萩
三
角

州
の
上
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
城

下
発
展
の
歴
史
は
、
水
と
の
共
生

の
歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

貞
享
四
年
（
１
６
８
７
）、
萩

の
三
角
州
の
中
央
あ
た
り
に
人
工

の
溝
川
「
新し
ん
ぼ
り
が
わ

堀
川
」
が
築
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
新
堀
川
の
整
備
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
一
部
に
沼
地
の
よ

う
な
場
所
の
存
在
し
た
三
角
州
内

の
排
水
が
進
み
、
利
用
で
き
る
土

地
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

新
堀
川
は
、
現
在
も
ほ
と
ん
ど

蓋
を
設
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
存
在

し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
城
下
町
を

維
持
す
る
た
め
の
先
人
の
苦
労

に
、
身
近
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
萩
再
発

見
ツ
ア
ー

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

の
後
、
城
下
町
絵
図
を
手
に
博
物

館
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。

■
と
き　

６
月
25
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

■
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
観
覧

料
は
必
要
）

大
好
評
に
お
応
え
し
て
、

セ
カ
ン
ド
シ
ー
ズ
ン
！

△享保四年（1709）頃の絵図

　竣工して間もない頃の新堀川。
三角州を東西に横断し松本川と橋
本川をつないでいる様子がわかる

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○ふたりの桃源郷
○レヴェナント：蘇りし者
○映画 暗殺教室 - 卒業編 -
○名探偵コナン　純黒の悪魔

上映中
上映中

上映中〜6/17
6/18〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内 と

３
Ｂ
体
操
の
体
験

■
参
加
料　

無
料

■
持
参
品　

上
靴
、
飲
み
物

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
山
口
県
支
部

（
０
９
０
・
１
６
８
３
・
４
１
３
８
）

南
波

萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
祭
り

■
と
き　

７
月
３
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

山
口
県
漁
協
萩
地
方

卸
売
市
場
、道
の
駅 

萩
し
ー
ま
ー
と

■
内
容　

瀬
つ
き
あ
じ
の
水
揚
即

売
、加
工
品
販
売
、
握
り
寿
司
無

料
試
食（
５
０
０
カ
ン
限
定
）、お

さ
か
な
の
ひ
っ
か
け
ど
り（
小
学

生
以
下
対
象
・
先
着
１
０
０
人
）、

あ
じ
一
夜
干
し
無
料
試
食（
先
着

３
０
０
人
）な
ど

■
主
催　

萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
祭
り

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

水
産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）

萩
市
民
芸
能
の
夕

　

多
く
の
団
体
が
参
加
し
、
障
が

い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
３
日
（
日
）
昼
の

部 

午
後
１
時
〜
４
時
、
夜
の
部 

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

演
劇
、
歌
な
ど

■
入
場
券　

５
０
０
円

【
同
時
開
催
】

○
い
き
い
き
の
び
の
び
ふ
れ
あ
い

活
動
展

■
と
き　

７
月
２
日
（
土
）・
３

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

障
が
い
の
あ
る
方
が
制

作
し
た
絵
画
等
の
作
品
の
展
示

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

萩
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会（
２
２
・

１
７
７
０
）
公く
も
ん文

躍や
く
ど
う動

会
展

　

萩
、
長
門
の
会
員
16
人
の
絵
画

約
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
４
日
（
月
）
〜
８

日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

躍
動
会
（
２
６
・
０
６
０
５
）
藤
﨑

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合

交
流
大
会

　

団
員
相
互
と
団
員
以
外
の
小
学

生
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

■
と
き　

７
月
10
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
武
道
館

■
内
容　

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー

ム
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

■
講
師　

中
田
徹と
お
る（

チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ザ
・
ゲ
ー
ム
認
定
兼
普
及
審
判
員
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

団
員
以
外
の
小
学

生
は
６
月
30
日
ま
で
に
、
市
民
体

育
館
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出

■
主
催　

萩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

指
導
者
連
絡
協
議
会

申
し
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
２
５
・７
３
１
１
）
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毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館
毎週㊎
ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館

18㊏ お父さんとおじいちゃんの読
み聞かせ 11:00〜 萩図書館

21㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館
22㊌「草の芽」のおはなし会 15:30〜 明木図書館
24㊎ イラスト教室 15:30〜 明木図書館

29㊌ お父さんとおじいちゃんの読
み聞かせ 15:30〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：20㊊、27㊊
   　　　明木図書館：20㊊、27㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜福栄保セ

7:30〜むつみコミュニティセ
7:30〜むつみ総合事務所
7:30〜むつみ総合事務所

7:30〜福栄保セ
7:30〜福栄農業担い手育成セ

●のびのび会
　むつみ集団健診（〜23日）
　むつみ集団健診
　むつみ集団健診
　福栄集団健診（〜29日）
　福栄集団健診

毎週㊌
22 ㊌
24 ㊎
27 ㊊
28 ㊋
30 ㊍

7:30〜川上保セ
7:30〜旭活性化セ

7:30〜旭マルチメディアセ
8:30〜旭活性化セ

13:00〜旭マルチメディアセ
14:30〜旭活性化セ

　川上集団健診（〜17日）
　旭集団健診
　旭集団健診
　佐々並小おやこ食育教室
　子宮がん・乳がん検診
　子宮がん・乳がん検診

16 ㊍
20 ㊊
21 ㊋
26 ㊐
29 ㊌

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30〜須佐保セ

10:00〜須佐郵便局
9:30〜弥富公民館
9:30〜小川交流セ
13:00〜須佐保セ
9:30〜弥富公民館
14:00〜須佐保セ

9:00〜道の駅「ゆとりパークたまがわ」

　元気もりもり体操会
　まちの保健室
　弥富ウェルネス教室
　健康ちょきん教室
●1歳6か月・3歳児健康診査
　弥富元気クラブ
　みんなの健康運動教室
　健康づくり応援隊交流ウォーキング

16 ㊍
17 ㊎
20 ㊊
21 ㊋

22 ㊌
24 ㊎
26 ㊐

萩健康福祉センター ☎25・2667
22 ㊌ 　酒害相談（お酒に関する困り事相談） 13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

9:30〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜雑式町公会堂

10:00 〜子ども発達支援センターからふる
9:30〜萩市保セ

13:30〜堀内公会堂

10:30〜中央公園
10:00 〜萩市保セ

16 ㊍

17 ㊎

22 ㊌

23 ㊍

24 ㊎

28 ㊋

●10か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　平安古・河添・堀内地区子育て輪づくり

　雑式町いきいきクラブ
　椿東子育て輪づくり

●5か月児相談
　堀内健康教室
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

　こころの相談日（要予約）

18㊏
山口県体育大会兼県知事杯軟式野球大会（C級）

（6/19.25.26.7/9.16）　　　　　　13:30〜萩スタジアム
リレーション3（ゲートボール） 9:00〜萩甲子園球場
旭地域 職域球技大会  　13:00〜旭健康増進センター

19㊐

福栄地域 紫福地区泥落とし球技大会
8:00〜紫福山村広場ほか

長北オープン卓球選手権大会　　9:00〜市民体育館
山口県会長旗争奪ソフトボール大会（一般男子二部）
予選会　　　　　　　　　　　9:00〜萩スポーツ広場
萩市近郷ソフトバレーボール大会　9:00〜萩武道館
萩市長杯ソフトテニス大会（一般・高校の部）

9:00〜萩市テニスコート
むつみ地域 ふれあいグラウンドゴルフ大会

13:30〜むつみグラウンド
23㊍ 山口県レディースシニアバドミントン大会（輝楽会）

10:00〜市民体育館

26㊐

川上地域スポーツ大会　　　8:30〜川上体育館ほか
田万川地域 親睦ゴルフ大会

8:40〜萩石見カントリー倶楽部
福栄地域 福栄グラウンドゴルフ交歓大会

9:00〜福栄グラウンド
山口県一般男子二部ソフトボール選手権大会予選会

9:00〜萩スポーツ広場
会長旗争奪ママさんバレーボール大会

9:00〜福栄体育館
30㊍ フラワーカップゲートボール大会

9:00〜萩甲子園球場

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜
16㊍ ピヨピヨ「ダンボール遊び」 10:30〜11:30 
18㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00 
22㊌ 萩わんぱーくであそぼうの会 10:30〜11:30 
23㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
24㊎ だんすダンス！ 19:00〜20：00

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
21㊋、28㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
21㊋ 絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30
28㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」（音楽あそび） 10:30〜11:30
◆萩幼稚園（22・0775）
21㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、手遊び、パネルシアター、紙芝居等 9:30〜11:30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

29㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
サート、パネルシアターなど

10:00〜11：30
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情報カレンダー日月火水木金土
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29 30

※小児科は、内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番（休日急患診療センター）は、
　午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

19日㊐
26日㊐

［内科］
［内（外）科］

須佐診療（須佐）
齋藤（阿武町）

08387・6・2540
08388・2・2838

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊍
●行政相談 外科 田町（東田町） 24・1234

（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 波多野（堀内） 25・2788

17㊎
外科 兼田（吉田町） 22･1113
内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

18㊏
外科 めづき（土原） 22・2248
内科 柳井（橋本町） 22・0748

19㊐

○木間ふるさとふれあい祭り （9:30〜/木間地域活性化センター周辺） 内科（外科）・歯科
●エコプラザ・萩 夏まつり （10:00〜/エコプラザ・萩）休日急患診療センター（椿）26・1397
○道の駅 萩・さんさん三見「日本一精度の高いびわの種飛ばし大会」

（10:00〜/道の駅「萩・さんさん三見」）

20㊊
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 市原（塩屋町） 22・0184

21㊋
●6月萩市議会定例会 一般質問 〜23日 （10:00〜/萩市議会議場）外科 玉木（瓦町） 22･0030
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 中坪（今魚店町） 22・5430

22㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 萩市民（椿） 25･1200
●萩・世界遺産セミナーエピソード5「萩城下町とその住人たち」 内科 みやうち（椿） 25・2500

（11:00〜、13：30〜/萩・世界遺産ビジターセンター学び舎）

23㊍
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）外科 大藤（椿） 21・0002

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

24㊎
外科 かわかみ（椿東） 21･7538
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

25㊏
○山口県商工会議所青年部連合会第30回会員大会萩大会 外科 花宮（平安古町） 25･8738

（15:30〜/市民館大ホール）内科 藤原（土原） 22・0781
○松元ヒロ ソロライブ （19:00〜/サンライフ萩）

26㊐
 内科（外科）・歯科
休日急患診療センター（椿）26・1397

27㊊
外科 田町（東田町） 24・1234
内科 波多野（堀内） 25・2788

28㊋
○心配ごと相談　　　　　　　　　　　（13:30〜/むつみ地域世代交流拠点施設）外科 都志見（江向） 22・2811
○萩・タウンミーティング（相島小学校区） （19:00〜/相島小・中学校体育館）内科 全真会（玉江浦） 22・4106

29㊌
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 中坪（今魚店町） 22・5430

30㊍
○萩・タウンミーティング（椿東小学校区） （19:00〜/椿東小学校屋内運動場）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 市原（塩屋町） 22・0184

  1㊎

2 ㊏

16  →30日 日

６月

7
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■人の動き（平成28年5月末日）
人口／50,179人（前月−72）
男／23,092人（前月比−43） 女／27,087人（前月比−29）
世帯数／24,046世帯（前月比−25） 出生／20人  死亡／69

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより
本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載
しています。（敬称略）
※5月16日〜5月31日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

hagi表紙 埋没車両から救出
　〜山口県総合防災訓練

　５月29 日に開催した、山口県総合防災訓練のメ
イン会場「陶芸の村公園」では、萩市消防本部の隊員
たちによる土砂に埋まった車両からの救出訓練が行
われ、車両のドアをこじ開け、タンカで救助者を運び
出すなど、実際の災害現場さながらの緊迫感のなか、
迅速な救助を行っていました（８ページ参照）。

　医者村田家に生まれ、豊後日田の咸
か ん ぎ え ん

宜園に学び、弘
化３年（1846）大坂の緒方洪

こうあん

庵の適
て き

塾
じゅく

に入門、のちに
塾頭となります。嘉

か

永
え い

3 年（1850）郷里で医業を開き
ますが、嘉永６年には宇

う

和
わ

島
じ ま

藩に招かれて蘭学・兵学
を教授します。安

あ ん

政
せ い

３年（1856）江戸に出て私塾鳩
きゅう

居
き ょ

堂
ど う

を開く一方、幕府に登用されて蕃
ばんしょしらべ

書調教授方手伝と
なり、翌年、講

こ う ぶ し ょ

武所教授に就任しました。
　万延元年（1860）長州藩に召し抱えられ、山口の普

ふ

門
も ん

寺
じ

に蘭学塾を開き、西洋兵学を教授します。次いで
藩の兵制を改革、慶応元年（1865）軍

ぐんむがかり

務掛に就任し、
藩命により大村益次郎と改名。慶応２年（1866）の幕
長戦争（四

しきょう

境戦争）では、石
せきしゅうぐち

州口の総参謀となり優れた
戦略を発揮し、長州藩を勝利に導きました。
　明治元年（1868）太

だじょうかん

政官の命により新政府の軍制改
革を推進します。戊辰戦争では上野戦争を指揮して
彰
しょうぎたい

義隊を破り、奥
お お う

羽・北
ほくえつ

越方面の平定にも尽力、軍務
官副知事に任命されます。明治２年兵

ひ ょ う ぶ た い ふ

部大輔となり、
兵制の大改革を企てて京都を巡回中、刺

し

客
か く

に襲われ負
傷し、まもなく死亡しました。靖国神社の創建に益次
郎が尽力したことから、明治 26 年に建立された日本
最初の西洋式銅像が、同神社に今も残ります。

大
お お

村
む ら

 益
ま す

次
じ

郎
ろ う

（村
むら

田
た

蔵
ぞう

六
ろく

）

軍事面で倒幕に尽力

【生没年】1825 年～ 1869 年（文政 8 ～明治 2）
【享　年】45 歳
【誕生地】周防国吉敷郡鋳銭司村（山口市）
【墓　所】山口市鋳銭司（田中山）、京都市東山区（霊
山墓地）、大阪市北区（龍海寺）

　大村益次郎が指揮し勝利に導いた、四境戦争石州
口の戦いから、６月16 日で150 年目を迎えます。

萩・幕末維新
人物ものがたり

③
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